
近
世
日
本
教
育
史
序
説

―
「
教
育
」
概
念
を
中
心
に
―

前
　

田
　
　
　
　

勉

一

近

世
日
本
の
教
育
思
想
史

は
近
代
教
育
と
の
関
わ
り
で

論
じ
ら
れ
て
き

た

。
近
世
と

近
代

の
連
続
・
断

絶
が
問
わ

れ
て
き
た

の
で
あ

る
。
戦
前

か
ら

戦
後
の
近
世
日
本
教
育
思

想
史
の
大
棹
を
構
築
し
た
石
川

謙
は
、
近

世

の
な
か
に
近
代
が
胚
胎
し
て

い
る
と
い
う
連
続
説
に
た

っ
て
い
た
。
こ

れ
に

た
い
し

て
、
九
〇
年
代

、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
以

後
の
近
代
教
育

批
判
の

な
か
で

、
断

絶
説
が
現
わ
れ
て

き
た
。
そ
の
際
、
一
つ
の
焦
点
と

な
っ
た

の

が
「
教
育
」
と

い
う
言
葉
で
あ

る
。

こ

れ
ま
で
江

戸
期

の
「
教
育
」
概

念
史
に
つ
い
て
は
、
石
川
謙

「
江

戸

時
代
末
期
に

於
け

る
教
育
・
教
化
の
観
念
」
が
基
本
文
献
に
な
っ
て
き
た
閙
。

近
世
か
ら
近
代

へ
の
教
育
の
発
展
史
を

描
い
た
石

川
に
た

い
し
て

、
森

重

雄
と
広
田
照
幸

は
石

川
論
文
の
な
か

の
資
料

を
も
と

に
し
な

が
ら

、
近
世

と

近
代

の
断

絶
を
導
き

出
し
て

い
る
の
で

あ
る

。
森

に
よ

れ
ば
、
明
治

五
年

の
学
制
以
前
の
日
本
に

は
、
「
教
育
」
は
、
「
儒
者

な
い
し
武
士

の
言

わ
ば
カ
ル
ト
的
な
熟
語
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
逆

に
言
え

ば
、
一
般

の
人

び
と

の
語

彙
に
は

〈
教
育
〉

は
存
在

し
な
か

っ
た
」

と
ま
で

極
言
し
て

い
る
。
し
か
し
、
江
戸
期
に
は

、
た
し
か
に
「
教
育
」
と

い
う
言
葉
は
そ

れ
ほ

ど
多

く
は
な
い
が
、
石
川

が
指

摘
し
て
い

る
以
上

に
流
通
し
て

い
る

こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
断
絶
説
は
、
西
洋

近
代
の
教
育

の

他
者
性
を

鋭
角
化
し

た
点
は
評
価
で
き

る
が
、
再

考
す
る
必
要

が
あ
る
。

本
稿
で

は
、
江

戸
期
の
「
教
育
」
と

い
う

言
葉
を
広
く
検

索
す
る
こ
と

で
、
近
世
と
近
代

の
連
続
・
断

絶
問

題
に
た

い
し
て
、
再

考
を
試
み
た

い
。

そ
の
際

、「
教
育
」
と
関
わ
り
の
深

い
「

教
化
」

と
の
違

い
、
さ
ら
に
素
読
・

講
釈

・
会
読
の

学
習
方
法

に
注
目
す

る
こ
と
で

、
「
教
育
」

概
念

の
意
味

を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

を
課
題
と
す

る
。
見

通
し
を
述

べ
れ
ば
、
「
教
育
」
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と

「
教
化
」

は
、
教
え

る
と

い
う
意

味
で
は
同
じ
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
属

す
る

が
、
学
習

方
法
と

い
う
視

点
か
ら

す
れ
ば
、
「
教

育
」
と
「

教
化
」
と

は

内
容
を
異

に
し

て
い
る
と

い
え

る
だ

ろ
う

。
本
稿
で

は
こ

う
し
た
「
教
育
」

の
周
辺
概

念
と

の
関
わ
り
を
検
討

す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
近
世
日
本

の
「
教

育
」
概

念
の
意
味
を
よ
り
深

く
理
解
す

る
と
と
も
に
、
近
世

の
教
育
思
想

史

の
な
か
で
、
何
か

、
そ
も

そ
も
問
題
と
な

っ
て

い
た
の
か
を
歴
史
内
在

的

に
明

ら
か
に
し
た

い
。

二

周
知
の
よ
う

に
「

教
育
」
の
出
典
は

、
『
孟
子
』
尽
心
上

篇
に
あ
る
。

孟
子
曰
く
、
君
子
に
三
楽
有
り
。
而
し
て
天
下
に
王
た
る
は
、
与
り

存
せ
ず
。
父
母
倶
に
存
し
、
兄
弟
、
故
無
き
は
、
一
楽
な
り
。
仰
い

で
天
に
愧
ぢ
ず
、
俯
し
て
人
に
作
じ
ざ
る
は
、
二
楽
な
り
。
天
下
の

英
才
を
得
て
、
之
れ
を
教
育
す
る
は
、
三
楽
な
り
。

こ

れ
に
た

い
す

る
朱

子
の

註
解
は
以
下

の
通
り
で

あ
る
。
「
尽

し
て
一

世

の
明

容
の
才
を
得

て
、
已

に
楽
し
む
所

の
者
を
以

て
、
教
へ
て
之

れ
を

養

へ
ば
、
則
ち
斯
道

の
伝

、
之
れ
を
得

る
者
衆
く
し

て
、
天

下
後
世
、
将

に
其
の
沢
を
被

ら
ざ
る
こ
と
無
か
ら

ん
と

す
。
聖
人
の
心
、
願
欲
す

る
所

は
、
此
れ
よ
り
大

な
る
は
莫
し

。
今
既

に
之
れ
を
得
る
。
其

の
楽
は
如

何

と
為
す

や
」
（
『
孟
子

集
注
』
）
。
ま

ず
こ
こ

で
、
「
教
育
」
と

い
う
言
葉

が
、

「
斯
道

の
伝
」
を
担
う
「
英
才
」
教
育
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

そ

れ
は
、

優
れ

た
才
能

あ

る
「
英
才

」
と

い
う

特
別

な
者

に
、
「
君
子

」

自
身
「
已
に
楽
し
む
所
」
の
「
斯
道
の
伝
」
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
教
え
る
者
は
「
君
子
」
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る
者
も
「
英

才
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
関
係
の
も
と
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
誰

も
が
教
え
、
教
え
ら
れ
る
者
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

管
見
の
範
囲
で
は
、
江
戸
時
代
、
こ
の
英
才
教
育
と
い
う
意
味
で
の
「
教

育
」
の
初
出
は
、
林
鵞
峰
で
あ
る
。
林
羅
山
の
後
を
継
い
だ
林
家
第
二

代
目
の
鵞
峰
は
、
上
野
忍
岡
の
林
家
塾
の
一
角
の
国
史
館
で
、
幕
府
か
ら

命
令
さ
れ
た
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
集
を
進
め
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
寛
文

六
年
（
一
六
六
六
）
、
五
科
十
等
の
制
と
い
う
学
習
課
程
を
編
成
し
た
。
。

五
科
と
は
経
科
・
史
科
・
詩
科
・
文
科
・
倭
学
科
の
科
目
で
あ
り
、
十
等

と
は
学
習
の
習
熟
度
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
五
科
十
等
の
制
を
創
設
す
る

に
あ
た
っ
て
、
中
心
と
な
っ
た
の
は
鵞
峰
の
息
子
梅
洞
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
梅
洞
は
五
科
十
等
の
制
の
開
始
後
す
ぐ
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
（
開

始
が
寛
文
六
年
四
月
、
梅
洞
は
同
年
九
月
に
死
去
す
る
）
。
「
教
育
」
は
、

海
洞
の
早
す
ぎ
る
死
を
悼
ん
だ
鵞
峰
の
文
章
に
出
て
く
る
。

汝
が
志
、
其

の
分
に
応
じ
て
之
れ
を
教
育
せ

ん
と
欲
す
。
諸
徒

の
中

、

若
し
一
科
に
長
ず

る
者
有

れ
ば
、
則
ち
之

れ
を
推
挙
し
、
自
ら

其
の

才
に

誇
ら
ず
。
故

に
諸
徒
皆

、
其

の
公
正

を

知
る
な
り

。
。
（
『
鵞

峰

文
集
』
巻
七
七
、
西
風
涙

露
上
）

梅
洞
は
、
一
科
に
優
れ
た
者
が
い
れ
ば
、
推
挙
し
、
自
ら
の
「
才
」
を

自
慢
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
塾
生
た
ち
は
評
価
の
「
公
正
」
性
を
疑
わ
な

か
っ
た
と
い
う
。「
教
育
」
が
、
江
戸
時
代
最
初
の
学
校
で
あ
る
林
家
塾

に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
英
才
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教
育
と
い
う
意
味
で
の
「
教
育
」
は
、
学
校
と
い
う
教
育
機
関
を
伴
っ
て

使
わ
れ
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
は
、
「
教
育
」
は
そ
れ
ほ
ど
流
通
し
て

い
な
い
。
鵞
峰
以
後
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の
用
例
を
管
見
の
範
囲
で

あ
げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

天
地
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
聖
人
を
得
て
之
れ
が
教
育
を
為
す
に

非

ざ
る
と

き
は
、
則
ち
天
地

も
亦
天
地
為

る
こ
と

能
は
ず

。
（
伊
藤

仁
斎

『
童
子
問
』
巻
下

、
第

九
章
）

子

弟
門
人
に
対
し
て

、
須

く
事
に
随
ひ

て
教
誨
す

べ
し
。
過
ち
有

れ

ば
、
則
ち
規
戒
し

、
疎
懶
に
し
て
黙
止

す
べ
か
ら
ず
。
此
く
の
如
く

な
れ
ば
、
則
ち

漸
に
し
て
益
有

る
に
庶
し
。
人
を
教
育
す

る
の
道
は

、

宜
し
く
此
く

の
如
く

す
べ
し

。
（
貝
原
益

軒

『
慎
思
録
』
巻
四

）

孔
子
の
道
は
、
先
王
の
道
な
り
。
先
王
の
道
は
、
天
下
を
安
ん
ず
る

の
道
な
り
。
孔
子
は
、
平
生
、
東
周
を
な
さ
ん
と
欲
す
。
そ
の
、
弟

子
を
教
育
し
、
お
の
お
の
そ
の
材
を
成
さ
し
む
る
は
、
ま
さ
に
以
て

こ
れ
を
用
ひ
ん
と
す
る
な
な
り
。
（
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』
）

木
下
先
生
を
問
ひ
て
日
く
、
愷
悌
し
て
書
を
愛
す
。
英
才
を
教
育
す

れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
見
る
剛
。
（
雨
森
芳
洲
『
橘
窓
茶
話
』
巻
中
）

「
教
育
」
は
儒
学
の
学
派
に

関
係
な
く
、
使
わ

れ
て

い
る
こ
と

が
分

か
る
。

た
だ
注
意
す

べ
き

は
、
英
才
「
教
育
」

は
、
孔
子

の
よ
う

な
「
聖
人
」
（
伊

藤
仁
斎
）
で
あ
っ
て
こ
そ
、
可
能
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
孟
子
の
「
教
育
」
は
「
君
子
の
三
楽
」
で

あ
っ
て
、
優
れ
た
「
君
子
」
に
し
て
は
じ
め
て
、
「
英
才
」
を
「
教
育
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
君
子
」
は
ま
た
学
び
の
目
標
と
し
て

の
師
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
学
問
に
た
い
す
る
余
程
の
自

信
が
な
け
れ
ば
、
「
教
育
」
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
逆
に
言

え
ば
、
林
鵞
峰
に
し
て
も
、
木
下
順
庵
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
強
い
教
育

者
と
し
て
の
自
覚
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
「
教
育
」
が
散
見
す
る
よ

う
に
な
る
。
な
か
で
も
、
学
校
と
「
教
育
」
が
直
接
に
結
合
し
た
点
で
、

徂
徠
学
派
の
宇
佐
美
湯
水
の
「
教
育
」
の
用
例
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

学
館
を
設
て
教
さ
れ
は
、
士
大
夫
道
に
暗
く
、
風
俗
正
し
か
ら
す
。

且
英
才
之
人
を
教
育
す
る
事
あ
た
は
す
。
故
に
学
館
を
建
つ
へ
し
。

其
仕
方
は
城
外
に
於
て
、
方
一
町
程
の
地
を
構
へ
、
廻
り
に
堀
を
ほ

り
、
墻
を
結
へ
し
。
其
内
に
聖
堂
を
建
て
、
春
秋
釈
奠
あ
る
へ
し
。

別
に
訓
導
所
を
立
て
、
素
読
・
口
説
・
会
読
等
、
其
内
に
て
稽
古
あ

る
へ
し
皿
。
（
「
事
務
談
」
、
宝
暦
二
年
）

先
に
見
た
よ
う

に
林
家
塾
で
は
、
五
科
十
等

の
制
と
の
関
わ
り
で

「
教

育
」
を
使

っ
て

い
た
が
、
こ
こ
で

は
明
確

に
学
校

が
「
英
才
」
を
「

教
育
」

す
る
機
関
と
し

て
位
置
づ
け
ら

れ
て

い
る
。
個
人
が
個
人
を
教
育

す
る
の

で
は

な
く
、

学
校

と

い
う

機

関
の
な

か
で
「

英
才

之
人

を
教
育

す

る
」
。

湯
水
は

、
「
英
才

之
人
を
教

育
」
す

る
た
め
に
藩

校
を
建
設

す
る
こ
と

を

求
め
て

い
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
林
家
塾
と

の
関
連
で
注
意
せ

ね
ば
な
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ら
な
い
こ
と
は
、
林
家
塾
が
「
教
育
」
し
よ
う
と
し
た
「
英
才
」
は
博
聞

強
記
の
学
者
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
の
藩
校
が
「
教

育
」
し
よ
う
と
し
た
「
英
才
」
は
国
家
有
用
の
藩
士
だ
っ
た
点
で
あ
る
。

管
見
の
範
囲
で
は
、
そ
う
し
た
藩
士
の
英
才
「
教
育
」
の
目
的
の
た
め

に
学
校
を
創
建
す
る
と
明
言
し
た
、
も
っ
と
も
早
い
藩
校
は
熊
本
藩
の
時

習
館
で
あ
る
。
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
秋

山
玉
山
を
学
寮
係
に
任
じ
て
藩
校
設
立
に
当
ら
せ
、
宝
暦
四
年
一
二
月
に

学
舎

が
竣
工

し
た
。
そ

の
際

の
達
文

に
「
教
育
」
と

い
う

言
葉

が
見
え

る
。

今
度
、
学
校
落
成
に
付
、
家
中
士
席
以
上
、
来
正
月
ヨ
リ
罷
出
候
様

申
附
候
。
右
ハ
人
才
鎔
鋳
ノ
所
二
候
得
ハ
生
徒
ノ
才
二
従
ヒ
教
育
勿

論
二
候
。
寮
中
ノ
紀
律
等
内
膳
可
申
談
旨
同
年
同
月
秋
山
儀
右
衛
門

へ
達
ア
リ
。
（
「
長
岡
内
膳
忠
英
へ
藩
士
文
武
ノ
世
話
致
候
様
申
附

ラ
ル
同
年
一
ニ
月
一
統
へ
達
文
」
、
宝
暦
四
年
）

時
習
館
は

、
「
人
倫
を

敦
く
し

英
才

を
育
し

て
国

の
用

に
供

す
る
所
以

な
り
」

（
宝
暦
五
年
、
時
習
館

学
規
）
と

い
う
用
例
も

あ
り

、
藩
士
の
「
英

才

」
「
教
育
」

を
目

的
と
す

る
藩
校
と
し

て
創
設

さ
れ
た
の
で

あ

る
。
ち

な
み
に
、
R

・
P

・
ド
ー
ア
が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
時
習
館
は
国
家
有
用

の
人
材
を
意
味
す

る
「
人
才
」

の
も
っ
と
も
早

い
事
例
で
も
あ

っ
た

。

熊
本
藩
時
習
館
に
学

ん
だ
中
山
黙
斎
『
学
政
考
』
（
天
明
五
年
）
は
「
学

校

に
て
人
才
を
教
育
せ

さ
れ
は
、
別
に
人
才
を
育
し

て
国
家
の
用
に
供

す

へ

き
仕
方

な
し
」

（
『
学
政
考
』
）

と
、
学
校

は
「
国
家

の
用
」

に
た

つ

人
才

を
教
育
す

る
機

関
だ
と
位
置
づ
け
て
、
一
八

世
紀
後
半
の
状
況
を
次

の
よ
う

に
い
う
。

近
年
は
何
の
国

に
も

学
校
有
て
子
弟

を
教
育
す

る
に
よ
り
、
詩
文

の

著
述
士
博
覧
多

識
の
人
多
く
し
て
誠

に
盛
な
る
こ
と
な

れ
と
も
、
聖

人

の
道
は

国
家
を

治

め
万
民

の
安

す

る
か
た

め
な

る
こ
と

を
し
ら

す
、
著
す
と
こ

ろ
の
書
を
見
る
に
十

に
二
三
も
大
道
を
論
し
た

る
は

な
し
。
学
者
と
云
者

は
出
家
遁
世
家

な
と

の

ゆ
う
な

る
も

の

ゝ
や
う

に
お
も
ひ
、
政

な
と

は
一
向
に
行
ひ

得
ぬ
も
の
也
と
皆
人
思
ひ
て
怪

し
め
侮

る
や
う

に
な
り
た
る
は
、
こ

れ
古
の
道
を
老
へ
今

の
世

に
合

せ
、
当
世
の
用

に
立
様

に
学
政
を
行
な
は

さ
る
に
よ
り
て
也

。
（
『
学

政
考
』
）

近
年
で
は
「
子
弟

を
教
育
」
す

る
学
校

が
「
何
の
国
」
で
も
建
て
ら

れ

て
い
る
と

い
う

。
事

実
、
た
と
え

ば
、
米

沢
藩
の
興
譲
館
創
設

の
際
、
細

井
平
洲

は
、
「
学
館

の
政
は
改

申
に
不

及
、
群
才

を
教
育

の
処
、
専
要
被

為
思
召
候
而
は

、
御

結
構
に
御
坐
候
」

と

説
き
、
「
学
者
臭
み

の
付

ぬ
様

に
心
掛
中
度
候
」

と
注
意

を
促
し
て

い
た

（
『
米
沢
学
校
相
談
書
』
）
。
熊

本
藩
で
も

「
教
育
」

の
成
果
と

し
て

、
「
詩
文

の
著
述
著

述
士

博
覧
多

識

の
人
」

が
多
く

な
っ
て
い
る
、
と
「
学
者
」

批
判
を
し
て

い
る
。
そ
の
意

味
で
、
時

習
館

の
英
才
教
育

も
「
学
者

」
で

は
な
く
、
「
国

家
の
用
」

に

役
だ
つ
藩
士
「
教
育
」
で

あ
っ
た
と

い
え

る
だ

ろ
う
。
こ

う
し
た
藩
士
「
教

育
」
へ
の
学
校
建
設

の
流
れ

が
、
全
国
諸

藩
へ
の
影
響

が
大
き

か
っ
た
幕

府
の
昌
平
坂
学
聞
所

の
改

革
に
つ
な

が
っ
て

ゆ
く
こ

と
に
な
る
。
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三

幕
府
老
中
松
平
定
信
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
五
月
、
湯
島
の
聖

堂
に
お
い
て
朱
子
学
以
外
の
学
問
を
禁
じ
（
寛
政
異
学
の
禁
）
、
同
九
年

二
七
九
七
）
　
一
二
月
に
、
聖
堂
の
「
黌
制
を
改
革
」
（
『
昌
平
志
』
巻
二
）

を
断
行
し
た
。
こ
の
改
革
は
「
教
育
」
概
念
史
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
画

期
と

な
っ
た
。
寛
政
一
〇
年

（
一
七
九
八
）
二
月

、
老
中
松
平
信
明
か
ら

万
石
以
下

の
旗
本

・
御
家
人

に
出
さ
れ
た
令
達
と

し
て
、
石
川
謙

が
紹
介

し

て
い
る
史
料
に
は
、
以
下

の
よ
う

に
告
げ
ら
れ
て

い
た

。

今
度
聖
堂
御
主
法
被
相
改

、
御
目
見
以
上
以
下

之
子
弟
御
教
育
為
可

有
之
た
め
、
学
問
所
夫

々
御
取
建
被
仰
付

候
間
、
寄
宿
候
と
も
又
は

通
候
て
学
候
と
も

、
勝
手
次

第
可

有
修
行
候

。
（
寛
政
一
〇
年
二
月
）

鵞
峰
の
時
代
、
林
家
塾

は
博
聞
強
記
の
学
者

「
教
育
」
を
目
的
と
し

て

い
た
が
、
昌
平
坂
学
問
所
と

し
て
改
変

さ
れ
て
以

降
、
旗
本

・
御
家
人

た

ち
幕
臣
の
「
教
育
」
機

関
と
な
っ
た

の
で

あ
る

。
「
英
才
」
教
育

の
対
象

は
、
特
別
に
学
問

に
志

し
た
者
た
ち
で
は

な
く
、
広
く
幕
臣
一

般
と

な
っ

て
、
彼
ら
を
一
廉

の
「
人
材
」
に
す

る
こ
と

が
「
教
育
」
機
関
と
し

て
の

昌
平

坂
学
聞
所

の
目
的
と

な
っ
た
。

そ
の
際
、
注
意

す
べ
き
は
、
寛
政
異
学

の
禁
に
反
対
す

る
側
も

、
学
校

が
「
人
材
」
「
教
育
」

を
目
的
と

す

る
機

関
で
あ

る

べ
き

だ
と

い
う

考
え

自
体
は
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
寛
政
異
学

の
禁
を
批

判
し

た
、

い
わ

ゆ
る
異
学

の
五

鬼
（
山
本
北
山

・
亀
田

鵬
斎
・
塚
田
大
峯

・
豊
島
豊

洲
・
市
川

鶴
鳴
）

の
一
人
塚
田

大
峯

は
、
「
唯
今

之
御
時

節
に
而
も

、
能

く
士
大
夫
を
誘
引
仕
候
而
、
忠
孝
仁
義
之
道
に
導
き
、
其
人
材
を
教
育
仕

候
学
問
だ
に
御
座
候
は
ば
、
何
れ
の
流
派
と
申
御
選
な
く
、
広
く
人
々
の

信
ず

る
所

之
学
者
に
随
而

、
文

道
修
行
致
し
候
様

に
公

命
を
致
し
候
様
に

公
命

を
下

さ
れ
度

御
事
歟
と

奉
存
候

」

（「

大
峯
意
見

書
第
二
」
）
と
説

い
て
い
た

。「

人
材
を

教
育
仕

候
学
問
」

に
つ

い
て
は
、
儒
学

の
流
派
は

関

わ
り

な
い
、
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
昌
平
坂
学
聞
所
に
登
用
さ
れ
た
寛
政
の
三
博

士
の
尾
藤
二
洲
と
古
賀
精
里
が
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
に
は
、

「

聖
堂
改
正

教
育
仕

方
に
付

申
上
候
書
付

」
を

提
出
し
て
、
「

教
育
仕
方
」

の
改
正

を
求

め
て

い
た

点
で

あ

る
。
寛
政

の
「
黌

制
を
改

革
」
（
前
出
）

で

は
、
目

的
ば
か

り
か
、
「
教

育
」
方
法

に
つ

い
て
も
、
改
革

が
行
わ

れ

た
の
で
あ
る
。
そ

の
際
、
採
用
さ

れ
た
方
法

が
、
先
に
宇
佐
美
　

水

が
「
別

に
訓
導
所
を
立
て

、
素

読
・
口
説
・
会

読
等
、
其
内
に
て
稽
古
あ

る
へ
し
」

（
前
掲
「

事
務

談
」
）
と

説

い
て

い
た
よ
う

に
、
素

読
・
口

説
（
講
釈
）
・

会
読
で
あ

っ
た

。
こ

の
三
つ
の
学
習
方
法

は
、
当
時
、
す
で
に
定
式
化

さ

れ
、
広
く
行

わ
れ
て
い
た

が
、
な
か
で
も

会
読

が
そ

の
「
教
育
」
方
法

の

中
核
に
置

か

れ
た
こ
と

は
注
目

す
べ
き
で

あ
る

。
こ
こ

に
後
に
述

べ
る

よ
う
な
目
的
と

方
法
と
の
ズ
レ

が
、
顕
在

化
す

る
こ
と

に
な
る
か
ら

で
あ

る
。と

も
か
く
も

、
昌
平

坂
学
聞
所

の
幕
臣

「
教
育
」
機
関
へ

の
転
換

を
契

機
に
し
て

、
全

国
各
地
の
藩
校
で
も

、
藩
士
「
教
育
」

の
目

的
が
定

ま
っ

た
と

い
え

る
だ
ろ
う
。
昌
平
坂
学

開
所

の
改
革
と
同
じ
こ

ろ
、
秋
田

藩
で

は
「
人
才
教
育
」

の
た
め
に
学
館

が
建
設

さ
れ
た
。
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学
問
ノ
カ
無
之

候
テ
（

時
務

二
達
兼

候
義
モ
可
有
之
、
因

テ
（

人
才

教
育
ノ
為
卜
存

シ
、
学
館
建
立

シ
教
導
ノ
役

二
申
付

候

（
秋
田

藩

「
寛
政
五
年
八
月
廿
日
御

条
目
」
）

そ
の
後
、
藩
校
資
料
に
は
国
家
有
用
の
人
材
の
「
教
育
」
が
頻
出
す
る
。

学
校
（
教
育
ヲ
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
其
教
法
ノ
公
正
正
大
ナ
ル
仕
法
ヲ
立

ル
ヲ
学
政
卜
云
也

。
（
辛
島
塩
井

『
学
政
或
問
』
、
文
化
一
三
年
）

国
家
久
安
長
治

の
策

を
博
議
す

る
に
、

学
を
立
て
人
才
を
教
育
す

る

に
急
な
る
は
莫
し

。
（
中
村
藩
「
育

英
館
学
規
」
、
文
政
一
〇
年
五
月
）

古
封
建
ノ
制
ヲ
明
子
ン
テ
、
聖
賢
ノ
意
二
本
ツ
キ
、
古
今
ノ
時
勢
ヲ

考
へ
、
風
土
ノ
宜
ヲ
斟
酌
シ
テ
、
大
小
ノ
学
ヲ
設
ケ
、
其
人
ヲ
得
テ

世
禄
ノ
子
弟
ヲ
教
育
セ
ハ
、
風
俗
ノ
美
国
家
ノ
盛
衰
、
日
ヲ
指
テ
竢

ヘ
キ
ナ
リ

。
（
会
沢
正
志
斎
『
学
制
略
説
』
）

さ
ら

に
、
幕
末
に
な
る
と
、
一

挙
に
増
加
す

る

学
館

は
人
才
教
育
の
場
所

に
候
間
、
政
事
と
一

体
に
無
之
候
て
は
不

相

成
候
処
、

世
上

の
風

を
聞
及

候
に
、
多

分
二

だ
分
れ
に

相
成
候
、

譬

ば
文

武
出
精
身
持
宜
敷
候

て
も
、
其
者
は
埋

れ
居

、
外
に
昇
進
の

道
有
之

、
修
行

も
不

精
、
身
持
も
格
別

に
無

之
者
、
宜
き
役
に
進
候
、

是
は
人
才

昇
進
之
道
、
平
生

教
育
の
主
意
と
違

候
て
、
二

た
分
れ
に

成
と
申
者

に
て
候
。
左
候
て

は
、
学
館
は
太
平
を
飾
り

候
表
道
具
に

て
、

実
は
無
用

の
物

に
相
成
候

、
何
卒
左

様
無
之

、
平

生
取

立
に
、

文
武
才
徳

の
者
委
敷
吟
味

の
上
、
昇
進
為
致

候
様
有
之
度
候
皿
。
（
塩

谷
宕
陰
「
育

英
館
学
制
議
」
、
寅
一
〇
月
）

江
戸
上
屋
舖
二
学
校
創
建
之
儀
願
出
候
其
旨
趣
ハ
、
人
材
教
育
之
儀
ハ

改
革
之
大
本
卜
存
候
（
淀
藩
「
藩
主
藩
中
之
諸
士
へ
中
聞
候
覚
」
、

安
政
七
年
三
月
三
日
）

学
聞
所
御
造
営
被
仰
出
候
御
趣
意
ハ
、
第
一
御
家
中
風
儀
正
敷
、
群

才
御
教
育
被
成

、
行
々
御
政

務
二
御
用

立
候
儀

二
付

（
高

崎
藩

「
規

則
」
、
慶
応
三
年
）

徒
二
月
露
風
雲
ヲ
翫
ビ
、
風
流
才
子
卜
称
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
バ
、

有
用
ノ
学
日
々
二
荒
ミ
、
遂
二
軽
剽
浮
薄
ノ
風
二
流
レ
ン
コ
ト
、
大

二
国
家
教
育
ノ
意
二
非
ズ
、
コ
ノ
義
念
々
忘
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
（
多
紀

元

佶
「
医

庠
諸
生
局

学
規
」
、
文

久
三
年
）

明
治
に
な
る
と
、
数
は
一
層
多
く
な
る
。
明
治
初
年
の
公
議
所
の
議
員

た
ち
の
学
校
構
想
に
も
、
学
校
が
教
育
す
る
機
関
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
た

。
こ
の
よ
う
に
「
教
育
」
は
、
近
世
に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
明
治
初
期
ま
で
、
藩
校
と
い
う
学
校

機
関
と
伴
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
藩
校
の
目
的
と
し
て
国
家
有
用
の

人
材
＝
英
才
を
教
育
す
る
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
藩
校
と
の
関
わ
り
で
は
な
い
、
思
想
家
個
人
の
レ
ベ

ル
で
い
え

ば
、
「
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
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は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
天
下
の
英
才
」

を
教
育
す
る
に
は
、
教
え
る
者
が
完
璧
な
人
格
者
で
あ
る
「
聖
人
」
、
少

な
く
と
も
「
君
子
」
で
あ
る
こ
と
が
必
須
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
者
た

ち
は
自
ら
を
「
聖
人
」
「
君
子
」
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
二
の
足
を
踏
ん

だ
だ
ろ
う
。
昌
平
坂
学
聞
所
の
佐
藤
一
斎
の
言
葉
は
そ
う
し
た
意
識
を

示
唆
す
る
。

孟
子

の
三
楽
は

、
第

一
の
楽
は
親
に
事
ふ

る
を

説
く
、
少
年
の
時

の

事

に
似
る
。
第
二

の
楽

は
己

を
成
す
を
説
く

、
中
年
の
時
の
事
に
似

る
。
第
三
の
楽
は
物
を
成
す

を
説
く
、
老
年

の
時
の
事
に
似
る
。
（
中

略
）

英
才
を
教
育
す

る
に
至

り
て
は
、
固
よ
り

我
の
能
く
し
易
き
に

非

ず
。
然

る
に
ま

た
以

て
己

を
尽

さ
ざ

る
べ
け
ん

や

。（
『
言

志
後

録
』
）

大
儒

佐
藤
一
斎
と
て
も

、「

英
才

を
教
育
」
す

る
こ
と

は
、
「
固
よ
り
我

の
能
く
し
易

き
に
非
ず
」
と
謙

遜
せ

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
な
か
で
、
広
瀬

淡
窓
と

吉
田
松

陰
は
、
「

教
育
」
を

は
っ
き
り
と

自
覚

的
に
使

っ
て
い

る

点
で
注
目

す
べ
き
で
あ

る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
二
人

は
と

も
に
一
九
世

紀

の
代

表
的

な
教
育
家

で
あ

っ
た
。
広
瀬
淡

窓
は
、
「
予

弟
子
ヲ
教

育
ス

ル
コ
ト

三
十
余

年
。
束

脩
ヲ
取
ル

者
二
千
人

二
及

ベ
リ
」

（
『
儒
林

評
』

と
述

べ
て

い
る
よ
う
に
、
自
分

が
経
営

す
る
私
塾
咸
宜
園

の
「
教
育
」
成

果
を
も

と
に
、
公

的
な
藩

校
に
お

い
て
も
「
人
才

」
「
教
育

」
を
求

め
た

の
で
あ

る
。

人
才
ヲ
教
育
ス
ル
コ
ト
、
今
時
諸
侯
ノ
国
二
於
テ
、
第
一
ノ
要
務
ナ

リ
。
人
才
ヲ
教
育
ス
ル
ノ
法
学
校
二
如
ハ
ナ
シ
。
（
『
迂
言
』
学
制
五
）

た
だ
、
「
教
育
」
と
い
っ
て
も
、
「
弟
子
ヲ
教
育
ス
ル
」
私
塾
と
「
人
才

ヲ
教
育
ス
ル
」
公
的
な
藩
校
と
の
間
に
は
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
っ
た
の
だ

が
、
淡
窓
が
「
教
育
」
を
自
己
の
中
心
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
私
塾
松
下
村
塾

を
建
て
た
、
天
性

の
教
育
家
吉
田
松
陰
も
同

じ

で
あ
る
。
彼
は
、

ペ
リ

ー
来
航
時
の
密
航
事
件

で
処
罰
さ
れ
た
野
山
獄

の

な
か
で
、
同
囚
の
者

だ
ち
と

『
孟

子
』
輪
講

を
行

い
、
そ
の
な
か
で
自
己

の
志
を
述

べ
て

い
る
。

第
三
の
楽
、
天
下

の
英
才

を
教
育
す

る
は
吾

党
の
無
学
無
識
の
及

ぶ

所

に
非
ず
。
況

や
幽
囚

廃
錮

の
余
を
や

。
然
ど
も
幽
囚
廃
錮
の
久
し

き
。
少
し
く
自
得
す

る
処
あ

り
て
、
平
生

の
志
を
償
ひ
、
且
他
日
恩

赦
の
日
に
当
て
、
幸

に
し

て
未

だ
死
せ
ず

ん
ば
、
此
事
未
だ
必
し
も

全
く
已
矣
と
云

べ
か
ら

ず
。
要

（
は
）
第

一
の
楽
を
楽
み
、
第
二

の

楽

を
励
み
、
第
三
の
楽
に
至
て
は

、悠

々
の
天
に
附
せ
ん

の
み

。（
『
講

孟
余

話
』

巻
四

中
）

論
語
の
首
に
も
、
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
楽
乎
と
云
へ
り
。
夫
君
子

何
を
以
て
英
才
を
教
育
す
る
こ
と
を
楽
む
や
。
固
よ
り
其
材
能
徳
行

を
人
に
耀
さ
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
君
子
の
任
と
す
る
処
は
天
下
後
世

に
あ
り
。
故
に
身
天
下
に
王
た
り
と
云
ど
も
、
英
才
を
教
育
せ
ず
ん

ば
、
何
を
以
て
天
下
を
治
め
ん
、
何
を
以
て
後
世
に
法
せ
ん
。
已
に

英
才
を
育
せ
ば
、
身
天
下
に
王
た
ら
ず
と
云
ど
も
、
天
下
後
世
必
ず
来

て
法
を
取
る
者
あ
る
也

。
（
『
講
孟
余
話
』
巻
四
中
）

こ
こ
に
は
、
藩
校
の
国
家
有
用
の
人
材
と
は
対
極
的
な
教
育
が
あ
る
。
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そ
れ
は
、「
教
育
」
の
出
典
で
あ
る
『
孟
子
』
の
君
子
と
し
て
の
「
楽
」

の
極
限
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
朱
子
が
「
尽
し
て
一
世
の
明
睿
の
才

を
得
て
、
已
に
楽
し
む
所
の
者
を
以
て
、
教
へ
て
之
れ
を
養
へ
ば
、
則
ち

斯
道
の
伝
、
之
れ
を
得
る
者
衆
く
し
て
、
天
下
後
世
、
将
に
其
の
沢
を
被

ら
ざ
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
す
。
聖
人
の
心
、
願
欲
す
る
所
は
、
此
れ
よ
り

大
な
る
は
莫
し
。
今
既
に
之
れ
を
得
る
。
其
の
楽
は
如
何
と
為
す
や
」
と

註
解
し
た
よ
う
に
、「
斯
道
」
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
自
己
の
意
志

を
継
承
す
る
、
「
英
才
」
を
教
育
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
陰
は
眼
前
の

国
家
の
利
益
で
は
な
く
、
「
天
下
後
世
必
ず
来
て
法
を
取
る
者
」
を
教
育

す
る
長
い
展
望
を
も
っ
た
教
育
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

四

と
こ
ろ
で
、
江
戸
期

の
「
教
育
」

の
用

例
を
考
え

る
時
、
英
才
「
教
育
」

の
ほ
か
に
、
家
庭
内

の
子

弟
の
「
教
育
」
と

い
う

意
味
に
も
注
意
し

な
く

て

は
な
ら

な

い
。
こ

れ
は
、
『
説

文

解
字
』

の
「

育
　

養
子

使
作

善
也

、

従
　

肉

声
、
虞
書
日

、
教
育
子

」

に
典
拠

が
あ
る
だ
ろ
う

。
こ

こ
で

は
、

教
育
と

い
う
熟
語

の
「
育
て

る
」

に
重
心

が
あ
る
。
石
川

謙
が
「
教
育

」

の

早

い
例
と
し

て
挙

げ
る
常

盤

潭
北

の

『
民
家

童
蒙
解

』

の
「

教
育

」

が
そ
の
こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
。

子

を
育
る
に
は
、
先
其
身
を
正

し
う
し
、
妻

や
乳
母
を
戒

て
、
あ
し

き
言
を
い
は
せ
ず
、
あ
し

き
戯
れ
を

さ
せ
ず
、
仮

に
も

嘘
を
い
は
せ

ず
、
万

事
正

し

が
る
べ
し

。
其
身
正
し
く
、
妻
や
乳
母
正

し
け
れ
ば
、

子
に
教
る
こ
と
は
お
の
づ
か
ら
正
し
、
出
入
者
も
、
其
父
母
善
を
好

み
悪
を
悪
む
と
し
れ
ば
、
其
子
に
あ
し
き
こ
と
は
聞
せ
教
ぬ
者
也
。

如
斯
に
し
て
、
生
質
の
美
醜
は
論
に
及
ば
ず
、
若
そ
の
身
正
し
か
ら

ず
ん
ば
、
子
の
教
育
は
何
共
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
こ
れ
子
を
育
る
道
に

よ
り
て
、
其
身
を
修
め
、
人
を
修
る
道
を
得
る
な
り
。
（
『
民
家
童

蒙
解
』
巻
下
之
二
、
享
保
一
二
年
刊
、
「
教
育
下
」
）

「
子

を
育

る
」

が
第
一

義
的
で

あ
る
。
妻

や
乳
母

が
そ
の
身

を
正

し

く

す

れ
ば
、
「
子

に
教

る
」
こ

と
も
う

ま
く

ゆ
く
と

い
う
。
こ
う

し
た
使

い

方

は
、
石
川

謙

が
『
民

家
童
蒙

解
』
を
引

照
し
て

、「
こ

の
引
用

文

に
よ

っ

て
も
明
か
で
あ

る
や
う

に
、
教
育
と
は
子
供

の
心
身
の
発
育
を
指
導

し

規
整
す
る
所
以

の
作
業
で

あ
る
。
教
育
で

は
之

い
て
作
用
し
て
以

て
影

響

を
及

ぼ
さ

ん
と

す

る
対

象

が
明

瞭

に

限
定

さ

れ
て

ゐ

る
。
児

童

で

あ

る
」

と
指

摘
し
て
い
る
「
教
育
」

概
念
で
あ
る
。

子
弟
「
教
育
」
と

い
う
用
例
で
注
目

す
べ
き
は
、
寛
政
八
年

七
月
の
町

触
で
あ

る
。
石
川

が

『
近
世
日
本
社

会
教
育
史
の
研
究
』

の
な
か
で
引
用

し
て

い
る

「
子
弟

二
教
育
ヲ
尽

シ
一

族
和
合
致
シ
帳
外
者
無

之
様
可
致

旨
申
渡
」

と
あ

る
町
触
で

あ
る
。

こ
う
し
た
子
弟
を
教
育
す
る
と
い
う
用
例
は
他
に
も
あ
る
。
中
井
竹
山

が
、
「
今
日
（
聖
明
ノ
朝
二
遭
遇
セ
ル
諸
縉
紳
ナ
レ
バ
、
子
弟
ノ
幼
弱
ヨ

リ
教
育
ノ
法
宜
ク
、
成
人
ノ
上
ニ
テ
行
儀
才
学
揃
「
セ
ラ
レ
バ
、
先
途
ノ

昇
進
モ
自
ラ
速
カ
ナ
ル
ベ
シ
」
（
『
草
茅
危
言
』
巻
一
）
と
述
べ
、
化
政

期
の
心
学
者
は
、
「
父
母
そ
の
子
幼
稚
の
と
き
よ
り
、
正
道
を
以
て
教
育

す
る
と
き
は
、
自
ら
善
を
欲
す
る
の
心
生
ず
」
（
小
町
玉
川
『
自
修
篇
』
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巻
上
、
文
政
一
一
年
序
）
と

説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
佐
藤
一
斎
も
、「
能

く
子
弟
を
教
育
す

る
は
、
一
家
の
私
事
に
非

ず
、
こ

れ
君

に
事
ふ
る
の
公

事

な
り
。
君
に
事

ふ
る
の
公

事
に
は
非
ず
、
こ

れ
天

に
事

ふ
る
の
職
分
な

り

」

（
『
言
志

録
』
）
と

い
う
。
ま

た
、
天

保
五
年

に
刊
行

さ
れ
た

大
道

寺

友
山

の
松

代
版

『
武
道
初
心

集
』

の
「

教
育
」
の
項

目
で
、
「
治

世
の

武
士

、
子
を
育
つ

る
本
意

た
る

べ
き
候
」

（
巻
上
）
と
、
「
子
を

育
つ
る

本
意
」

を
論
じ
て
い
る
。

家

庭
内

で
子

弟
を
「
育
て

る
」
と

い
う

意
味
で

の
「
教
育
」
と

い
う

言

葉

が
、
江

戸
期
に
使
わ
れ
て

い
た
こ
と

は
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し

、
こ

の
子
弟
「

教
育
」
と

い
う
言
葉
は

、
先

に
見

た
藩
校
に
お
け

る
「
天
下

の

英
才
」
を
「
教

育
」

す
る
と

い
う
特
定

の
意
味
を
も
っ
た
「
教
育
」
で

は

な
く
、
「
育

て

る
」
と

い
う
言

葉
を
漢
語
と

し
て
重

々
し
く
す

る
も
の
で

あ
っ
た
と

い
え

る
だ
ろ
う

。
自
分

の
子
ど
も
と

い
う
特
別

な
者
で
あ

っ
た

か
ら
、
「
英
才

」
教
育
と

重
な
り

合
う
こ
と

が
で
き
た
と

い
え

る
の
で
は

な
い
か
。
自
分

の
子

ど
も

は
、
親
の
ひ

い
き
目
で
英
才

の
可
能

性
を
も

っ

て

い
る
と
思
わ
れ

る
の
で

、
特
別

視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
近
代

が
学
校
と
教
育
と

の
結

び
つ
き

が

自
明

な
時
代

だ
と
す
れ

ば
、
近

世
は
、
学
校
・
家
庭
と
教
育
と

が
結
び
つ

き
始

め
た
時
代

で
あ
る
と

い
え

る
。「
教
育
」
は
国
家
有
用
の
人
材

＝
「
天

下

の
英
才
」

を
教
育
す

る
学
校

、
子

弟
を
教
育
す
る
家
庭
と
結

び
つ
い
て

流
通
し

始
め
た

の
で
あ

る
。
そ

の
際
、
前
者

の
学
校
で

の
「

教
育
」

は
、

漠
然
と
多
く

の
人
々
を
教
育
す

る
で

は
な
く
、
優
れ
た
「
英
才
」
を
育

て

る
教
育
で
あ

っ
た
こ
と

は
看
過
し
て
は
な
ら
な

い
。
し
か
も
、
学
校
と

い
っ

て
も
、
藩
校
や
咸
宜
園
や
松
下
村
塾
の
よ
う
な
「
英
才
」
「
教
育
」
を
目

指

す
特
別
な
学
校
の
み
で
あ

っ
て

、
読
み
書
き
算
盤
を
教
え

た
寺
子
屋
（
手

習

塾
）
で
は
な
か

っ
た

。
そ
の
意

味
で
、
近
世
日

本
の
教
育
思
想
史
を

考

え

る
に
あ

た
っ
て
、
「
教
育

」
概
念

の
無
限
定

な
拡
大

に
は
注

意
せ
ね

ば

な
ら

な
い
。

五

江
戸
期

の
教
育
を
考
え

る
時
に
「
教
育
」
と

近
接
す

る
概

念
と

し
て
重

要
な
言
葉

は
、
「
教
化

」
で
あ

る

。
石
川
謙

に
よ
れ
ば
、
教
育
と

教
化
は

学
校
教
育
と
社
会
教
育
で
あ

っ
て
、
教
育

の
前
提

が
教
化
で
あ

る
と

い
う

。

教
化
は
教
育
よ
り

広
い
概
念
だ
と

い
え

る
。
石
川

は
、
こ
の
教
育
と

教
化

の
概
念
も
ま
た
、
江
戸
期
に
変

遷
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

文
政
の
頃
に
は
も
う
疾
う
か
ら
、
教
化
と
教
育
と
の
二
つ
の
事
実
が
、

互
に
深
い
関
係
を
結
び
な
が
ら
存
在
し
て
も
ゐ
た
し
、
夫
々
の
事
実

を
言
ひ
表
は
す
別
々
の
言
葉
ー
教
化
並
び
に
教
育
と
い
ふ
言
葉
も

出

来
上
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て

此
の
両
語
は
、

そ
の
沿

革
的
な
歴
史
的

な
経
過

を
通
し
て
、
一
般
社
会

の
通
念
と
し
て
一
定

し
た
意
味
と
背

景
と

、
固
有

な
勢
力
分
野
と
を
持

つ
て
ゐ
た

。

教
育
と
教
化
の
違
い
に
つ
い
て
、
高
橋
陽
一
は
教
育
と
教
育
を
分
析
概

念
と
し
て
区
別
し
、
教
育
を
「
集
団
内
の
次
世
代
育
成
」
、
教
化
を
「
集

団
間
の
秩
序
的
な
関
係
づ
け
」
と
定
義
し
て
い
る

。
高
野
秀
晴
も
高
橋

説
に
従
っ
て
い
る

。
た
だ
江
戸
期
を
見
る
と
、
同
じ
集
団
内
の
次
世
代
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育

成
に
お

い
て
も

、
教
化

と

い
う
用
例

は
あ

る
。
武
士

の
藩
校
で
は
、
講

釈

を
通
し
た
教
化

が
普
通
で

あ
る
と

い
え

る
だ
ろ
う

。同

一
集
団
内
で
も
、

教

育
と

教
化
は
並
列
し
て

い
る
の
で
あ

る
。

教
育
と
教
化
と
の
違
い
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
よ
う
な
場
所
に

よ
る
の
で
は
な
く
、
被
教
育
者
自
ら
が
学
び
へ
の
意
志
が
あ
る
か
、
学
習

者
の
主
体
性
・
能
動
性
を
尊
重
す
る
か
、
し
な
い
か
に
あ
る
。
教
育
は
、

そ
の
出
典
が
「
天
下
の
英
才
を
教
育
す
る
」
と
い
う
一
句
に
あ
る
よ
う
に
、

英
才
と
い
う
傑
出
し
た
特
別
な
人
物
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

学
問
に
自
ら
志
す
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
「
教
育
」
は
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
学
習
法
的
教
育
で
あ
っ
て
、
学
習
者
の
自
発
的
な
意
志
を
尊

重
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
国
家
有
用
の
「
人
材
」
を
目
的
と
す
る
に

し

て
も

、
基
本
は
変

わ
ら

な

い
。
な

ぜ
な
ら

ば
、
自
発

的
な
意
志
に
も
と

づ
く
学
び
を
本
質
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ

ろ

が
、
教
化

は
、
「
子
、

善
を
欲

す
れ
ば
、
民

善
な
ら

ん
。
君
子

の
徳
は
風

な
り
。
小
人

の
徳

は
草
な
り

。
草
、
こ

れ
に
風

を
上
う

れ
ば
、

必

ず
偃
す
」
（
『
論
語
』

顔
淵

篇
）
と
、
風

と
草
の
比

喩

が
あ

る
よ
う
に
、

英
才
「

教
育
」
と
は
違

っ
て
、
君
子
に
た

い
す
る
小

人
を
対

象
と
し
、
被

教
育
者

は
風

に
吹
か

れ
る
草
の
よ
う
に

、
風
ま

か
せ

で
主
体
性
・
能
動
性

は

な
い
。
そ
こ

で
は

、
学

び
へ
の
自
発
的

な
意
志
を
前

提
に
せ
ず
に
、
彼

ら
を

知
ら
ず
知
ら
ず
に
感
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た

。

江
戸
期
の
「
教
化
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
教
化
の
出
典
が
儒
学
と
仏
教
の
両
方
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
も
、
す
で
に
石
川
謙
が
指
摘
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
教
化
の
読
み

方
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
き
ょ
う
か
」
な
の
か
、
「
き
ょ
う
け
」
な

の
か
で
あ
る
。
石
川
謙
は
、
「
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
倫
理
学
・
道
徳
学

と
し
て
の
儒
教
の
影
響
を
深
刻
に
感
受
す
る
に
及
ん
で
、
「
け
う
く
わ
」

と
し
て
の
教
化
が
段
々
現
は
れ
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
。
従
っ
て
「
け
う

げ
」
と
「
け
う
く
わ
」
が
並
び
行
は
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
前
者
は
仏
教
教

理
に
よ
る
教
化
で
あ
り
、
後
者
は
儒
教
主
義
に
基
づ
く
教
化
で
あ
っ
た
」

と
指
摘
し
、
享
保
以
後
に
は
、
「
き
ょ
う
け
」
は
わ
ず
か
に
仏
教
者
の
間

に
流
通
し
た
の
み
で
、
世
間
一
般
で
は
「
き
ょ
う
か
」
の
方
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
、
明
和
・
安
永
以
後
に
な
る
と
、
教
育
・
教
導
・
教
訓

な
ど

の
語
に

押
さ

れ
て
、
教

化
は

使
用

範
囲
と

使
用

回
数

を
減

ら
し

て

い
っ
た
と
説

い
て

い
る

。

出

典
か
ら

い
え
ば
、
「
き

ょ
う

け
」
の
仏
教
は

、
「
転
無
上
法
輪

、
教
化

諸

菩
薩
」
（
『
法
華
経
』
譬
喩
品
）

で
あ
り

、「
き
ょ
う

か
」
の
儒
学
は
、「
故

礼

之
教
化
微
、
其
止
邪
也
、
於
未
形

、
使
人
日
徙
善

遠
罪
、
而
不
自
知
也
」

（
『
礼
記
』
経
解
篇
）
、
「
美
教
化

、
移
風
俗
」
（
『
詩
経
』

周
南
関
雎
序
）

な

ど
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
こ

の
仏
教
の
教
化

（
き

ょ
う
け

）
と
儒
学

の
教

化

（
き
ょ
う
か
）
は
、
そ

の
教
化
内

容
と

い
う
点

か
ら
い
え

ば
、

そ
れ
ほ

ど
隔
た
っ
て

い
る
わ
け
で
は

な
い
。
基
本
的
に
は

、
五
倫
五
常

の
勧
善

懲

悪

の
教
え

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る

。
上
下

の
身
分
制

社
会

の
な
か
で

従

順

に
生
き

る
こ
と
を

説
い
て

い
る
こ
と

に
変
わ
力

は
な

か
っ
た
。
た

だ
、

儒
学
で
は
三
世
因
果

の
理
を
否
定

し
、
来
世
を
認

め
な
か

っ
た

の
に
た
い

し

て
、
仏
教
は
三
世
因
果

の
理

に
よ
っ
て
現
世
で

の
五
倫
五
常
を
説

い
て

い
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も

、
身

分
制
社
会
の
倫
理

で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
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は
な
か
っ
た

。

ま
た
、
教
化

さ
れ
る
者

が
、
好

ま
し
い
善
者
に
な

る
可
能
性

を
も

つ
性

善
説
を
前
提
と

し
て

い
る
と

い
う

点
で
も
、
仏
教

の
教
化
と

儒
学
の
教
化

は
変

わ
り
な

か
っ
た

。
実
際
、
教
化

（
き

ょ
う

け
）
（
き

ょ
う
か
）

を
否

定
す

る
者

は
、
ま
さ
に
こ

の
前

提
を
問
題
に
し
て

い
た
。
一

八
世
紀
中
ご

ろ
の
家
業
道

徳
論
者
河
田
正
矩
は

、『
家
業
道
徳
論
』
の
「
教
化
（
け
う
け
）

に
よ
り

て
気
質
は
変

ぜ
ざ

る
弁
」
で
、
「
堯
舜
は
生

な
か
ら
に
し
て
知
り
、

湯
武
は

学
で
聖
た
り
と

い
へ

ど
も

、
む
ざ
と
学

で
聖
人
に
至
る
物
に
非
ず
、

堯
の
子

に
丹
朱
あ
り
、
舜

の
弟
に
象
あ
り
、
子

に
商

均
あ
り
、
文
王
の
子

周
公

の
弟
に
管
叔

・
蔡
叔

・
霍
叔
あ
り
、
柳
下

恵
が
弟
に
盗
跖
あ
り
、
此

人

々
は
皆
聖
賢
に
て
一
世

の
人
を
導
き
、
後

世
の
鑑
と
も
成

べ
き
人
な

れ

ば
親
め
り
、
骨
肉

の
子

弟
に
於
て
は
教
化

に
微

塵
の
油
断
は
あ

る
ま
じ
け

れ
ど
も
、
其
性
悪
く

生
れ
て
は
、
聖
人

の
膝

の
上
に
素
立
て
も
終
を
克

す

る
事
叶
は
ず
、

さ
れ
ば
教
は
一
往

の
事

に
て
、
い
か
ほ
ど
撓
直
す
と
も
其

本
性

の
曲

れ

る
に
は
益

な
し
と
心

得

べ
し
」

（
巻
下
）
と

、
性
善
説

を

否
定
し
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し

た
教
化
内
容
で

は
な
く
、
教
化
方
法
と

い
う
点

か
ら

見

る
と

、
儒
学
と

仏
教
と

は
大
き

く
異
な

っ
て

い
る
。
こ

の
点
、
『
岩

波

仏
教
辞

典
』

の
「
教
化

（
き
ょ
う
け

）
」
の
項

目
で
は
、
次

の
よ
う

に
区

別

さ
れ
て

い
る
。
「
教
導
化

育
す

る
意
。
人

々
を
教
育

・
訓

練
す

る
こ

と

に
よ
り
、
あ

る
い
は
仏
教
徒
と
成

ら
し
め
、
あ

る
い
は
仏
と
成

る
資
格
を

持

つ
よ
う

に
導

く
こ
と

。
法
華
経

方
便
品

に
は
、
よ
く
こ

の
語

が
出

る
。

な
お
漢
語

の
〈
教
化
〉
は
、

儒
教
の
礼
の
思
想
に
よ

っ
て
人

々
を
教
え

導

く
と
い
う
意
。
「
菩
薩
（
行
基
）
あ
ま
ね
く
都
鄙
に
遊
び
て
、
衆
生
を
教

化
せ
り
」
〔
往
生
極
楽
記
2
〕
」
。
教
化
（
き
ょ
う
か
）
と
教
化
（
き
ょ
う
け
）

の
違
い
は
、
教
化
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
の
間
に
、
儒
学
の
教
化
（
き
ょ

う
か
）
で
は
礼
楽
の
シ
ス
テ
ム
を
媒
介
と
す
る
が
、
仏
教
の
教
化
（
き
ょ

う
け
）
は
直
截
的
な
講
釈
・
談
義
に
よ
る
説
法
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

儒
学
の
場
合
、
教
化
は
礼
楽
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
。
上
が
模
範
と

し
て
自
ら
礼
楽
を
修
め
れ
ば
、
下
の
者
は
そ
れ
に
見
習
う
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
儒
学
で
重
ん
じ
ら
れ
た
三
年
の
喪
で
い
え
ば
、
上
の
立
つ
者
が
孝

行
の
模
範
を
示
す
こ
と
で
、
下
々
は
孝
行
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
朱
子
で

い
え
ば
、
『
中
庸
』
の
第
一
章
「
天
の
命
ず
る
、
之
れ
を
性
と
謂
ひ
、
性

に
率
ふ
、
之
れ
を
道
と
謂
ひ
、
道
を
修
む
る
、
之
れ
を
教
と
謂
ふ
」
の
「
教
」

が
礼
楽
制
度
だ

っ
た

。

聖
人
、
人
と
物
と
の
当
に
行
く
べ
き
所
の
も
の
に
因
り
て
之
れ
を
品

節
し
、
以
て
法
を
天
下
に
為
し
、
則
ち
之
れ
を
教
と
謂
ふ
。
礼
楽
刑

政
の
属
の
ご
と
き
是
な
り
。
（
『
中
庸
章
句
』
）

こ
の
点
、
荻
生
徂
徠

が
礼
楽
制
度

に
よ

る
風

俗
教
化
を
説

い
た
こ
と

が
、

一
番
、
分
り

や
す
い
。

制
度
ヲ
立
カ
ヘ
ル
ト
云
ハ
、
風
俗
ヲ
ナ
サ
ン
為
ナ
リ
。
風
俗
ハ
世
界

一
マ
イ
ナ
ル
故
、
大
海
ヲ
手
ニ
テ
フ
セ
グ
ガ
如
ク
、
カ
ワ
ザ
ニ
テ
直

シ
ガ
タ
シ
。
コ
レ
ヲ
直
ス
ニ
術
ア
リ
、
是
ヲ
聖
人
ノ
大
道
術
卜
云
フ
。

後
世
理
学
ノ
輩
ハ
、
道
理
ヲ
人
々
ニ
ト
キ
聞
セ
テ
、
人
々
二
合
点
サ

セ
テ
、
其
人
々
ノ
心
ヨ
リ
直
サ
ン
ト
ス
。
米
ヲ
臼
へ
入
テ
ツ
カ
ズ
シ

テ
、
一
粒
ヅ
ゝ
ン
ラ
ゲ
ン
ト
ス
ル
ニ
同
ジ
。
正
真
ノ
小
刀
細
工
也
剛
。
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（
『
太
平

策
』
）

こ
こ
で

批
判
さ

れ
て

い
る
「
後
世
理
学
ノ
輩
」

は
朱
子

学
を
指
し
て

い

る
。
徂

徠
か
ら
み
れ
ば

、朱
子

学
は
「
道
理
ヲ
人
々

ニ
ト

キ
聞

セ
テ
、
人
々

二
合
点

サ
セ
テ
、
其
人

々
ノ
心
ヨ
リ
直
サ
ン
ト
ス
」

る
か
ぎ
り
、
仏
教

の

教
化

（
き
ょ
う
け
）

に
等

し
い
も
の
だ
と

い
え

る
。
儒
学
の
礼
楽
制
度
に

よ

る
教
化

で
あ

る
こ
と
と

仏
教
の
教
化
と

の
違

い
は
、
ま
た
談
義
本

の
作

者
に
よ

っ
て
も
説
か

れ
て

い
る
。

儒
家

に
は
五
等
の
人
倫
を

立
て
、
君
は
上
に
尊

く
、
臣
は
下
に
卑
し

。

上
下

分
有
て
身
を
修

め
、
家
を
斉
へ
、
礼
楽
刑

政
を
以

て
国
を
治
む

。

仏
家

に
は
上
下
分
り

な
く
、
広
く
下
賤
に
交
り
て

、
人
の
善
心
を
勧

め
、
悪
心

を
退

る
を
以

道
と

す
。
人

々
善
に
進
む

て
悪
を

や
め
ば

、

貪

る
こ

と
も
な
く

、
嗔
る
こ

と
も
な
く
、
怨

る
こ
と

も
な
く
、
争
ふ

こ
と

も
な
く
、
天
下
治

め
ず
し
て
治
ま

る
べ
し

。
故

に
、
仏
法
に
は

礼
楽
刑

政
を
不
用

、
文

を
つ
ら
ね
ず
、
武
を
事
と
せ

ず
、
自
然
に
化

を
布

。
（
『
再

来
田

舎
一
休
』
）

儒
学
で
は
礼
楽
制
度
に
よ
る
教
化
で
あ
る
に
た
い
し
て
、
仏
教
で
は
、

「
礼
楽
刑

政
を
不
用
」
、
談
議
・
講
談
に
よ

る
教
化

か
中
心
と

な
る
。
別
言

す

れ
ば
、
儒

学

が
制
度

（
シ
ス

テ
ム
）
に
よ

る
教
化
で

あ
る
と

す
れ

ば
、

仏
教

は
口
頭

（
オ

ー
ラ
ル
）

に
よ
る
教
化

を
本
質
と
す

る
の
で
あ

る
。

六

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
江
戸
期
に
は
、「
教
育
」
の
概
念
が
そ
れ
ほ
ど
使
わ

れ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う

か
。
す
で
に
、「
教

育
」

が
「
君
子
」
に
よ

る
「
英

才

」
教
育
で
あ

っ
た
た
め
に
、
教
育
す

る
者

が
躊
躇
し
て

い
た
点
を
指

摘

し
た
が
、
そ

れ
以
上

の
理
由
が
あ
る
。
結
論
を

先
に
述

べ
れ
ば
、
そ

の
理

由
は
、
も
と
も
と
儒
学

が
学

び
の
学
問
で
あ

っ
た
こ
と

に
あ
る
。

儒
学
で
は
「
教
」

よ
り
も
「
学
」

が
重

視
さ
れ

る

。
儒
学
の
学
問
は

、

「
古

の
学
者

は
己

れ
の
為

に
し

、
今

の
学
者

は
人

の
為

に
す
」
（
『
論
語
』

憲
問
篇
）

と
あ

る
よ
う
に
、
自

分
自
身

の
修
養

の
た
め

の
学
で
あ
っ
た

。

朱
子
学
で

い
え

ば

、「

学
ん
で
聖

人
に
至

る

べ
し
」

と

い
う

ス
ロ

ー
ガ
ン

が
あ
る
よ
う
に
、
自
ら

完
璧
な
人
格
者
で
あ

る
聖
人
を
目
指
す
学
問
で

あ

る
。
そ
れ
は
、

ド
ー
ア

が
評
す
る
よ
う
に

、
い
さ
さ
か
自
信
過
剰

の
説
で

は
あ
っ
た

。
し

か
し
、
朱
子

学
を
学
ぶ
者
は
、
真
剣
に
聖
人
に
な

る
べ
く

、

学
問
に
志

し
た
こ
と

は
間
違

い
な

い

。
学

び
は
誰

か
に
強
制

さ
れ

る
も

の
で
は
な
く
、
自
発

的
な
意
志
に
よ

っ
て
行
う

も
の
で
あ

る
。
そ

の
た
め

、

教
え

は
、
学
ぶ
方
法
を
教
え

る
に
過

ぎ
な
か

っ
た

。
朱
子

は
言
う

。

君
子
は
人
を
教
ふ
る
に
、
但
だ
以
て
之
れ
を
学
ぶ
の
法
を
授
け
て
、

以
て
之
れ
を
得
る
の
妙
を
告
げ
ず
。
（
『
孟
子
集
注
』
尽
心
上
）

教
え

る
者
も
、
学

ぶ
者
も
、
聖
人
を
志
し

、
学
問
す

る
点
に
お

い
て
変

わ
り
な

か
っ
た

の
で
あ

る
。
天

性
の
教

育
者
吉
田

松
陰

は
、
「
蓋
し
学

の

道
た
る
、
己

が
才
能
を

衒
し
て
人
を
屈
す

る
所
以

に
非
ず
。
人
を
教
育
し

て
同

じ
く
善
に
帰
せ
ん
と
欲

す
る
所
以

な
り
」

（
『
講
孟
余
話
』
巻
三
上
）

と

述

べ
て

、
教
え

る
者
も
、
教
え

ら
れ

る
者
も
「
同

じ
く
善

に
帰

せ
ん
」

こ
と

を
求
め
て

い
た

。
こ

の
点
、
中
内
敏
夫

は
、
明
治
以
前

の
辞
書

の
な

か
に
「
教
」

よ
り
も

「
学
」
に

関
わ
る
文

字

が
多

い
こ
と
を

指
摘
し
て

、
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次
の
よ
う

に
説

い
て

い
る
こ
と
は
示

唆
的
で
あ

る
。

大

人
ま
た
は
そ

の
世
代

を
代

表
す
る
教
師

が
次

の
世
代
の
人
格
に
働

き
か
け
て

ゆ
く
世
界
を

、
こ

の
働
き
か
け

の
客

体
の
側
か
ら
と
ら
え

て
「
マ
ナ

ビ
」
の
観

点
か
ら
構

成
し
よ

う
と

す
る
。
こ

の
こ

と
は
、

こ

の
世
界

が
、
な
に
も

の
か
を
「
お
し
え

る
」
大

人
や
教
師
の
行
為

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も

の
で
は

な
く
て
、
な
に
も
の
か
を
「
ま
な
ぶ
」

学
習
者
の
行
為
に
よ

っ
て

な
り

た
つ
も

の
と
考
え

ら
れ
て
い
た
と

い

う
こ
と

、
つ
ま
り
、
教
授
法

的
に
で
は
な
く
、

学
習
法

的
発

想
で
と

ら
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る

。

こ

の
「
学
習
法
的
発
想
」
は
、
教
育
史
研
究

に
お
い
て
江

森
一
郎
に
よ
っ

て
説
か

れ
、
山
本
正

身
に
よ

っ
て
継
承

さ
れ
て
い
る

。
江
森

一
郎
は
「
学

習
法

的
教
育

観
」
を
「
「

学
習
」
を
自

ら
め

ざ
す
（
立
志

）
「
学
者
」
（
学

習
者

の
意
）

に
、
そ
の
目
標

・
方
法

（
順

序
・
心
構
え
）
を

説
く
こ
と

に

関
心
を
集

中
さ
せ
た
教
育
観
で
あ

る
」

と
定
義
し
て

い
る

。

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
学
ぶ
者
の
主
体
性
と

い
う
点
で
い
え
ば
、
中
国
や
朝
鮮
よ
り
も
、
近
世
日
本
の
ほ
う
が
、
実
現

で
き
た
可
能
が
よ
り
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
朱
子
学
で

も
、
講
学
と
自
発
性
が
説
か
れ
て
い
た
。
た
だ
、
中
国
で
講
学
が
、
「
そ

の
ま
ま
「
衆
徒
会
講
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
代
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
。
し
か
も
、
そ
の
講
学
は
、
「
人

の
為
に
す
る
」
（
『
論
語
』
憲
問
篇
）
科
挙
の
学
問
へ
の
頽
落
の
危
険
性
を

常
に
孕
ん
で

い
た
。
と
こ

ろ
が
、も
と
も
と

近
世
日
本
で
は
科
挙

が
な
か
っ

た
た
め

に
、
講
学

は
逆
説
的

だ

が
、
「
己

れ
の
為
」

の
学
問
と

な
る

の
で

あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
儒
学
を
学
ぶ
方
法
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
儒

学
は
読
書
の
学
問
、
経
書
や
史
書
を
読
解
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
学
問
の
法
は
ま
た
読
書
の
方
法
で
あ
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
江
戸
期
に
は
、
素
読
、
講
釈
、
会
読
の
三
つ
の
学

習
方
法

が
あ
っ
た

。
こ
の
う
ち
、
と
く
に
、
複
数
の
者
た
ち
が
同
じ
テ

キ
ス
ト
を
討
論
し
合
い
な
が
ら
共
同
読
書
す
る
会
読
の
積
極
的
な
役
割
に

注
目
し
て
お
き
た
い

。
基
本
的
に
は
、
学
習
主
体
だ
と
は
い
え
、
素
読

と
講
釈
は
上
か
ら
の
教
え
込
み
の
側
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

。
と
こ

ろ
が
、
会
読
は
学
習
者
の
自
発
性
を
何
よ
り
重
ん
じ
て
い
た
。
一
八
世
紀

中
ご
ろ
か
ら
会
読
は
全
国
的
に
流
行
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

江
村
北
海
は

『
授
業
編
』
で
、
一
人
で
読
書
す
る
の
か
よ
い
か
、
共
同
で

読
書
す
る
の
か
よ
い
か
を
問
う
て
い
る
。

書
ヲ
ヨ
ム
ニ
、
我
独
り
読
ガ
ヨ
キ
カ
、
人
卜
共
ニ
ヨ
ミ
テ
、
世
ニ
イ

フ
会
読
ス
ル
ガ
ヨ
キ
ヤ
ト
問
フ
人
ア
リ
。
余
答
テ
日
、
ワ
レ
ヒ
ト
リ

読
ニ
シ
カ
ズ
。
然
レ
ド
モ
、
人
卜
会
読
ス
ル
モ
ヨ
キ
事
ア
リ
。
畢
竟

常
ニ
ヨ
ム
ハ
、
独
ヨ
ム
ガ
ヨ
シ
。
其
故
ハ
、
会
読
ト
イ
ヘ
バ
、
人
ノ

家
二
行
ニ
モ
セ
ヨ
、
我
方
へ
来
り
集
ル
ニ
モ
セ
ヨ
、
無
用
ノ
閑
話
雑

談
ニ
モ
時
刻
ウ
ツ
リ
テ
、
ヨ
ム
所
ノ
書
（

カ
ユ
カ
ズ
、
サ
レ
ド
モ
文

字
ノ
異
動
ヲ
考
工
、
謬
誤
ヲ
正
シ
、
滞
義
ヲ
弁
ズ
ル
ナ
ド
（

、
会
読

モ
亦
益
多
シ
。
要
ス
ル
ニ
独
自
ツ
ト
メ
読
テ
、
疑
（

シ
キ
ト
コ
ロ
ニ

ツ
ケ
紙
ヲ
シ
テ
、
ワ
ガ
業
ヲ
受
ル
人
ノ
方
へ
携
至
リ
、
詳
二
問
夕
ヾ

ス
ガ
、
読
書
ノ
肝
要
ナ
リ

。（
『
授
業
編
』
巻
二
）
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北
海

が
必

ず
し
も

共
同

読
書
法

で
あ

る
会

読
を

推
奨

し
て

い
な

い
の

は
、
会
読

の
場

が
「
無
用

ノ
閑
話
雑
談
」

の
場
に
な
り

や
す
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し

、
こ
う

し
た
危
険
性
を
も

っ
て
い
る
と
は

い
え

、
一

八

世
紀
中
ご
ろ
か
ら
会
読

は
、
流
行
し
て

い
っ
た
。
会
読
の
場
で
は

、
上

か

ら
下

に
教
え

る
の
で

は
な
く
、
学
び
の
共
同
体

の
な
か
で
、
対
等
な
者
同

士

が
討
論
し
あ

い
な

が
ら
切
磋
琢

磨
し
合
っ
た
の
で
あ

る
。

注
目
す

べ
き
は
、
会
読

が
、
科
挙
制
度

が
な
い
か
ら
発

展
し
た
近
世
日

本

の
独
自

の
学
習
方
法
で

あ
っ
た
点
で
あ

る
。
先

に
科
挙
が
な
か
っ
た
た

め
に
、
「
己

の
為

」
の
学

問

が
、
中

国
や
朝
鮮

と
異

な
っ
て
な

さ
れ
る
可

能
性

が
あ
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
会
読
は
儒
学

の
理
念
的
な
学
び
の
方

法

、
宋
明

時
代
に
科
挙
に
反
対
す

る
者
た
ち
の
「
講

学
」

の
方
法
だ
っ
た

と

い
え

る
。
儒
学
が
学
び
を
本
質
と
し
て

い
る
と

す
れ
ば
、
科

挙
が
な
く
、

立
身
出
世

が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ

、
そ
の
本
質

が
よ
く
現
実
化
し

て
い
た

と
も

い
え

る
の
で
あ
る
。

会
読
と

い
う
共
同

読
書
の
方
法

に
よ

っ
て
読
書
す

る
場

の
持

っ
た
積
極

的
な
役
割

に
注

目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
学

び
主
体
の
儒
学

の
理
念
を
発

揮

し
た
も
の
で
あ

る
。
科
挙
の
な

い
世
襲
制

の
近
世
社
会
、
身
分
制
社
会

の

な
か
に

あ
っ
て
、

学
問
に
志

す
者
た
ち

が
学

び
合

っ
た
共
同

体
で
あ

る
。

そ
れ
は
学
校
と

い
う
枠

を
超
え

て
広

が
り
を

も
っ
て

い
た
。
学
校
も

そ
の

広
が
り
の
上
に
あ

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
。
別

な
表
現
で
い
え

ば
、
学
問

に

志
す
者
た
ち

の
広

が
り
の
上

に
、
学
校

が
建
て
ら

れ
て

い
た

の
で
あ

る
。

藩
校

で
の
「
教
育
」
は
こ

の
学
問
し
て
会
読
す

る
人
々
の
学
習
意
欲

が
あ

っ

て
は
じ
め
て
、
成
立
し
た

の
で

あ
る
。
し
か
し

、
一
旦

、
先
に
見
た
よ
う

に
、
一
八
世
紀
後
半
以

後
、
「
教
育
」
機

関
と

し
て
制
度
化

さ
れ
る
と

き
、

学
習
へ
の
自
発
的

な
意
欲
が
な

い
者
た
ち

が
学
校
に
入
学
す

る
こ
と

に
な

る
。
そ
こ
で
は
、
学
校
以

外
の
場
で
こ

そ
発

揮
で
き
た
、
旺
盛

な
学
習

意

欲
も
減
退
す

る
こ
と

に
な
る
。
私
塾
で
は

、
ま
だ
し
も
、
と
く
に
就
学

が

強
制
化

さ
れ
た
藩
校

で
は

そ
う

だ

っ
た
。
こ
こ

に
、
「
教
育
」
と

学
習

方

法
と

の
ジ
レ
ン
マ

が
生
ず

る
の
で

あ
る
。

七

本
稿
で

は
、
こ

の
会
読
と
と
も

に
、
講
釈
（

講
談

）
に
も
注
目
し
た

い
。

講
釈
で

は
、
学
問
的
な
講
釈
と
庶
民
教
化

の
た
め
の
講
談
・
談
議
が
あ

る
。

武
田
勘
治

は
、
講
釈
と
講
談
と

の
違

い
は
、
江
村
北
海

の
よ
う

に
本
文
と

註
解
を
併
せ

た
も
の
が
講
釈
、
本
文

だ
け
が
講
談
と
区
別

す
る
の
で
は
な

く
、
「
も
と

も
と
講

釈
を
俗

耳
に
入
り

易
く
、
平

易
で
、

興
味
深
く
聞

か

せ

る
よ
う
に
し

た
も

の
を
講
談
と
呼
ん
だ
」

と
指
摘
し
て

い
る
。

学
者
向
け

の
講
釈

は
、
江
村
北
海

の

『
授
業
編
』
に
よ

れ
ば
、
雄

弁
で

あ
る
必
要
は
な

い
と

い
う
。
む
し

ろ
「
雄

弁
懸
河
ノ
如

ク
、
滞
ル
事

ナ
キ

（

、
其
席
ニ
ア
リ
テ
是

ヲ
聴
人

、
ソ
ゾ
ロ
ニ
心
酔

シ
テ

、
其
書
ノ
文
義

モ
、

甚
ダ
ヨ
ク
サ

バ
ケ

タ
ル
如

ク
思
ヘ
ド
モ
、
退

テ
其
書
ヲ
吟
味
ス
レ

バ
、
義

ノ
ス
マ

ヌ
事
多

シ
。
ソ
レ
ヨ

リ
「

不
弁

ナ
リ
ト

モ
、
無
益
ノ

弁
ヲ
省

キ
、

有
用

ノ
事

バ
カ
リ
ヲ
、

ボ
ツ
ボ
ツ
ト
解
説
ス
ル

ガ
ヨ
シ
」
（
巻
四
、
『
日
本

教
育
文
庫
　

学
校
篇
』

六
二
八
頁

）
と

い
う
。
こ

れ
に
た

い
し
て
、
「
俗

耳

二
人
リ
ヤ
ス
カ
ラ

シ
メ
、
今
日

ノ
人
情
世
態

二
親
切

子
ン
テ
、
聴
人
ノ
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程

々

二
従

ヒ
、

益

ア

リ

テ
害

ナ

キ

ヤ

ウ
ニ

云

キ

カ

ス

ヲ
主

」
（

同

右
、

六
二
五
頁
）
と

す
る
講
談
は
ま
さ
に
「
雄
弁
懸
河

ノ
如

ク
、
滞
ル
事

ナ
キ
」

語
り
で
あ

る
。

周
知

の
よ
う

に
、
江
戸
時
代
、
檀
家
制

度
の
も
と
で
仏
教

が
大

き
な
力

を
も

っ
て

い
た
。
広
く
行
わ
れ
た
仏
教

の
説
教

は
講
談
だ
っ
た
。

狂
言
綺
語
も
一
つ
の
方
便
な
り
。
釈
迦
も
い
り
ほ
が
む
だ
囗
を
た
ゝ

き
給
ふ
。
む
だ
言
ま
じ
り
に
語
ら
ね
ば
、
人
の
耳
に
入
が
た
し
。
御

坊
達
の
談
議
も
其
通
り
な
り

。
（
『
再

来
田

舎
一
休
』
、『
佚
斎
樗
山
集
』

国
書
刊

行
会
、
一
九
八
八
年
、

一
八
九
頁

）

こ
の
学
者
向
け
の
講
釈
と
講
談
と
の
区
別
は
、
講
釈
自
体
を
否
定
し
た

徂
徠
も
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

仏
家
に
て
も
、
談
議
と
講
釈
と
は
格
別
の
儀
に
て
、
談
議
は
専
ら
愚

蒙
の
民
の
念
仏
題
目
な
と
を
勧
め
候
筋
に
て
、
経
文
を
引
候
て
、
証

拠
は
か
り
に
僅
に
一
二
句
ほ
と
引
ま
て
に
て
、
経
論
を
首
尾
連
属
い

た
し
説
候
事
に
て
は
無
之
、
一
座
切
の
も
の
に
て
候
。
依
之
聴
衆
も

兼
て
極
も
無
之
、
参
り
か
ゝ
り
次
第
承
り
候
仕
方
に
て
候
。
仏
家
に

て
も
、
講
釈
は
専
ら
所
化
の
為
に
仕
候
も
の
に
て
、
経
論
の
奥
儀
を

説
き
、
一

部
連
続
い
た
し
不
承
し
て
叶

は
さ
る
義

ゆ
え
、
聴

衆
を
も

兼
て
極

め
、
講
釈
仕
候
儀
に
て
、
俗
人

の
耳
に
は
一
回
は
不
申

物
に

て
候

。
是

談
議
と
、
主
意

の
替
り

有
之
故
、
如
斯

候

。
（
荻
生
徂

徠

『
学
寮
丁

簡
書
』
）

こ
こ
で
、
徂
徠
は
講
釈
と
講
談
以
上
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
聴
衆
」
が
限
定
さ
れ
て
い

る
か
、
い
な
い
か
が
、
講
談
と
講
釈
の
区
別
で
あ
る
と
い
う
。
講
談
は
不

特
定
多
数
の
聴
衆
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
講
釈
は
限
ら

れ
た
聴
衆
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
。
聴
衆
の
不
特
定
か
、
限
定
か
と
い
う

数
の
問
題
は
、
学
問
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
志
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
に

も
関
わ
っ
て
い
る

。
講
釈
は
僧
侶
た
ち
「
所
化
」
に
向
け
た
も
の
で
あ

る
の
に
た
い
し
て
、
講
談
（
談
議
）
は
「
愚
蒙
の
民
」
に
向
け
た
も
の
な

の
で
あ
る
。

聴
衆
が
限
定
さ
れ
て
い
る
か
、
不
特
定
か
は
、
石
門
心
学
の
公
開
講
釈

を
考
え
る
時
、
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。
石
門
心
学
の
公
開
講
釈
は
、
不
特

定
多
数
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
講
談
だ
と
規
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
武
士
の
み
な
ら
ず
、
不
特
定
多
数
の
庶
民
に
向
け
て
の
講
談

だ
っ
た
。
講
談
・
談
議
は
後
藤
宏
行
の
い
う
マ
ス
・
ロ
ー
グ
と
し
て
の
語

り
だ
っ
た

。
不
特
定
多
数
者
へ
の
語
り
で
あ
る
。

諸
藩
で
行
わ
れ
た
月
並
講
釈
の
よ
う
に
、
藩
士
に
向
け
た
講
釈
も
あ
っ

た
が
、
注
目
す
べ
き
は
庶
民
に
向
け
た
講
談
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
不
特

定
多
数
の
庶
民
に
向
け
て
講
談
は
、
中
国
の
学
校
の
な
か
で
は
、
行
わ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
江
戸
期
の
儒
者
も
認
識
し
て
い
た
。

学
校
に
て
講
釈
を
仕
り
、
賤
き
民
に
き
か
せ
候
事
は
、
異
国
に
て
も

本
朝
に
も
、
古
来
曾
て
無
之
儀
に
て
候
。
学
校
の
教
、
尤
講
釈
を
お

も
に
は
不
仕
候

。
（
荻
生
徂
徠

『
学
寮
丁
簡
書
』
）

講
釈
は
御
教
導
第
一
之
義
、
且
四
民
御
教
導
抔
と
被
仰
出
も
有
之
候

得
共
、
学
校
之
法
制
に
は
無
之
事
に
候
。
学
校
に
於
て
四
民
を
教
候

49



と

申
義
は
別
而

古
法
に
無
之
事

に
候

。
（
大
島
桃

年

『
学
政
私
考
』
）

と
こ

ろ
が
、
近
世
日
本
で
は

、
徳
川
吉
宗

の
時

に
、
湯

島
の
聖
堂
の
仰

高
門
で
日
講

が
行
わ
れ

る
よ
う

に
な
っ
て
、
学
校

の
な
か
で
講
談

が
行
わ

れ
た
。
こ

れ
は
、
民
間

の
談
議

の
流
行
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と

い

え

る
。
三
田

村
鳶
魚
は
次

の
よ
う

に
説

い
て

い
る
。
「
説
法
談
義

の
興
味

と

い
う
も
の
は
、
元
禄
よ
り

ず
っ
と
前
か
ら

あ
り

ま
し
た

が
、
そ

の
興
味

は
享
保
に
な

っ
て
も
尽
き
ま
せ

ん
。
尽
き

な
い
め
み
な
ら
ず
、
享
保
前
後

に
、
民
間
で
お
も
し

ろ
ず
く
の
景
気
を
立

て
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
こ

の
談
義

説
法
だ

っ
た
の
で

す
」

（
「
教
化

と
江
戸

文
学
」
）
。
そ
も
そ
も

、

学
校
の
中
で
、
一

般
庶

民
に
講
談
す

る
こ
と

は
、
中
国
や
朝
鮮
に
は

な
い

の
で
は

な
い
か

。
孔
子

廟
で
、
庶
民

に
向

け
て
講
談

が
行
わ

れ
る
な
ど
と

い
う
現
象

は
、
中
国
や
朝
鮮
で
は
考
え

に
く
い
の
で
は
な

い
か
。
廟
内

に

入

れ
る
の
は

、
士
大
夫
以
上

の
特

権
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
と

す
れ
ば
、

聖
廟

の
仰
高
門
で
の
日
講
は
、
東

ア
ジ
ア
世
界
の
な
か
で

は
特
別
な
こ

と

だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
意

味
で
、
講
談
に
よ

る
風
俗

教
化

は
、
江

戸

期
の

広
い
意

味
で

の
教
育

を
考
え

る
う
え

で

注
目

す

べ
き

現
象
で

あ

る
。

八

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
教
育
思
想
史
は
、
「
教
育
」
ー
「
教

化

」
と
会
読
－

講
釈

の
二

つ
の
観
点
か
ら
理
解

す
る
こ

と

が
で
き

る
だ

ろ

う
。
こ

の
う

ち
、
「
教
育

」
－

「
教

化
」

が
教
育
目

的
に
関

わ
る
概
念
で

あ

る
の
に
た

い
し
て
、
会
読
－

講
釈
は
学
習
方
法
で

あ
る
。
き
わ
め
て
単

純
化

す
れ
ば
、
主
と
し
て
「

教
育
」

が
学
習
方
法
と
し

て
は
会
読
に
、「
教

化
」

が
講
釈
に
対
応
す

る
と

い
っ
て
よ

い
だ

ろ
う

。
最
後
に
こ
の
よ
う

な

視

角
か
ら
、
ど

の
よ
う

な
問

題
が
歴
史
内
在
的

に
見
え

て
く

る
の
か

に
つ

い
て
述

べ
て
お
こ
う

。

第
一
は
、
学
校
と
「

教
育
」
－

「
教
化
」

の
結

び
つ
き
で
あ

る
。
学

校

は
い
つ
ご

ろ
「

教
育
」
と

結
び
つ
き
、

ど
の
よ
う

に
展
開
し
、
明
治

に
つ

な

が
る

の
か

。
こ

の
点

に
つ
い
て
は

、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
江

戸
時
代

最
初
の
学
校
と

い
え

る
林
家
塾
で
「
教
育
」

が
な
さ
れ
、
一
八
世

紀
中
ご

ろ
、
国
家
有
用

の
「
英
才
」
を
「
教
育
」

す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
藩
校

が
創
設

さ
れ
、
昌
平

坂
学
聞
所

の
成

立
を
契
機
に
し
て
、
一

九
世
紀
に
は

全
国
的

に
広
ま

っ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
こ

れ
と

並
行
し
て
、

学
校

は
「
教
育
」

機
関
で

あ
る
一
方

で
、
「
教
化

」
機
関

と
し
て

認
識
さ

れ

る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
も
注
意

し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
よ
く
知
ら

れ

て

い
る
よ
う
に
、
折
衷
学
者
細
井
平

洲
は
、
尾
張
藩
明

倫
堂
で
庶
民
教
化

を
行

っ
て
い
た
。
藩
校
は
「
教
育

」
と
「
教
化
」

の
二

つ
の
目
的
を
も

っ

て

い
た
の
で
あ
る

。
し
か
し

、
こ

れ
は
大
き

な
見
取

り
図
で
あ
っ
て
、
何

ら
実

証
を
経
た
も
の
で
は
な

い
。

一
七

世
紀
段
階
で
は

、
学
校
は
未
だ
建
設

さ
れ
て
い
な

い
。
林
家
塾
以

外

に
、
ど
の
よ
う

な
構
想

が
あ
っ
た

の
だ

ろ
う

か
。
ま
た
、
一
八
世
紀
段

階
で
は
、
国
家

有
用

の
英
才
を
「
教
育
」

す
る
と

い
う
意
味
で

の
「

教
育
」

が
成
立
す

る
と
き

に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を

持
っ
て
い
た
の
か

が
、
検

討

さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
と

い
う
の
は

、
藩
校

で
「
教
育
」
は
す

ん
な
り
と
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行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
英
才
「
教
育
」
の
場
と
な
っ
た

藩
校
の
中
で
は
、
必
ず
し
も
、
人
々
が
自
発
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

学
問
は
他
の
稽
古
事
と
ち
か
ひ
、
不
面
白
事
に
候
故
、
自
然
懈
怠
に

及
候
輩
も
有
之
候
様
被
聞
召
候
。
総
体
御
奉
公
は
道
理
に
暗
候
て
は

御
用
達
少
候
条
、
部
屋
住
の
人
、
弱
年
の
面
々
な
と
は
学
問
を
当
時

の
御
奉
公
と
心
得
相
勤
可
申
候
事
。
（
福
岡
藩
「
天
明
六
年
七
月
執

政
学
校
師
員
二
告
テ
書
生
ヲ
諭
サ
シ
ム
其
辞
二
云
」
）

「
御
奉
公
」
で
あ
る
と
思
っ
て
学
問
を
す
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
が
で

き
な
い
と
な
る
と
、
就
学
強
制
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
保
年
間
以
降
に
、

多
く
の
藩
校
で
出
席
強
制
は
制
度
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
海
原
徹
に
よ
れ

ば
、
『
日
本
教
育
史
資
料
』
所
収
の
二
四
三
の
藩
校
の
内
、
家
臣
団
全
体

を
出
席
強
制
の
対
象
に
し
た
藩
校
が
七
六
藩
、
三
一
・
三
％
、
士
分
の
み

出
席
強
制
、
卒
分
は
自
由
に
し
た
藩
が
八
九
藩
、
三
六
・
六
％
で
あ
る
と
い
う

。
怠
学
者
を
取
り
締
ま

る
罰
則

も
設
け
ら
れ
た
。

も
と
も
と

、
儒
学
の
「
教
育
」
は
自
発

的
な
意
志
を
尊
重
し
て

い
た

は

ず
で
あ

る
。
し

か
し
、
国
家
有
用

の
人
材

＝
英
才

を
教
育
す
る
こ
と
を
目

的
と
す

る
と
き

、「

教
育
」

の
自

発
的

な
意
志
を
確

保
す
る
こ
と

が
で

き

る
の
だ
ろ
う

か
。
自
ら
進
ん
で
国
家
有
用

の
人

材
＝
英
才
に
な
ろ
う
と

す

る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ

に
は
、
中
国

や
朝
鮮

に
は
な
い
近
世
日
本
特
有

の

問
題

が
あ
っ
た

。
端

的
に

い
え

ば
、
科
挙

が
な

い
と

い
う
現
実

で
あ

る
。

学
校
で
教
育
を
受

け
て
も
、
そ
の
成
果
を
実
現

す
る
制
度
的
な
保
証

が
な

か
っ
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
、
学
問

へ
の
自
発

的
な
意
志
を

調
達
す

る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
こ

の
問

題
が
江
戸
期

の
藩
校

や
私
塾
の

大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
。

第
二

は
学

習
方

法

の
広

が
り

の
問

題
で

あ

る
。
「
教

育
」
－

「
教
化

」

の
方
法
と
し
て
採
用

さ
れ
た
の

が
、
素
読

・
講
釈

・
会
読

の
三

つ
の
学
習

方
法
で
あ

っ
た
。
こ

れ
ら
は
、
儒
学

の
読

書
の
方
法
と
し
て
自
発

的
な
意

志
を
尊
重
す

る
。
江

戸
時
代
、
こ
の
三

つ
の
学
習
方
法

は
、
藩
校
と

い
う

公
的
な
機
関
以
外

に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
学

び
の
空
間

の
な
か
で
行

わ
れ
て

い
た
。
会
読

に
よ

る
共

同
読
書
、
さ
ら

に
広
げ
れ
ば
、
講
釈

や
素
読

さ
え

も
、
学
校
以
外

の
場
所

で
行

わ
れ
て

い
た

。

素
読
で

い
え

ば
、
一
八
世
紀
後
半
に

は
、
四

書

の
素
読
を
自
学

学
習

で

き

る
テ
キ
ス
ト
も

、
広
く
読
ま
れ

る
よ
う

に
な
っ
て

い
た

。
『
経
典
余

師
』

は
、
経
書

の
本
文

に
平

仮
名
の
訓

が
付
せ
ら

れ
て

い
て
、
庶
民
で
も
手

に

取

る
こ

と

が
で

き
た
。
『
経

典
余

師
』

は
何

度
も

改
版

を
重
ね

ら

れ
て
、

多
く
の
読
者
を
得

た
の
で

あ
る

。

さ
ら
に
、
学
校
以
外

の
場
所
で
、
講
釈

や
会
読
も
行
わ

れ
て

い
た

。
講

釈
は
娯
楽
性
を
含

ん
だ
講
談
と
し
て
人

々
を

集
め
て

い
た

。
石
門
心
学

は

そ
の
代
表

者
で
あ

る
。
さ
ら

に
一
九
世

紀
に

な
る
と
、
「

ご
ざ
る
調
」

で

講
釈
（
講

談
）
す

る
平

田
篤

胤
も
現

わ
れ
た

。
さ
ら
に
、
講

談
に
飽

き

た
ら
な

い
人
々
は

、
同

志
を
募
り
、
会
読

に
よ
る
自
発
的
な
読
書
会
を

も

行
っ
た
。
そ

の
際

、
で

き
る
だ
け
難
解
な
書

物
を
共
同
で
読
書
し
て

、
好

奇
心
・
探
究
心
を
充

た
し

た
の
で
あ

る
。
一

八
世
紀
後
半
の
蘭
学

や
国

学

の
新
し

い
思
想
潮

流
は
、
そ
う

し
た
会
読

の
場

か
ら
生
み
出
さ

れ
た

の
で

あ
る
。
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学
習
方
法
の
広
が
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
官
学
と
私
塾

の
対
抗
図
式
を
見
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
官
学
は
幕
府
の
林

家
塾

（
後

の
昌
平

坂
学
問
所
）
と

全
国
諸
藩

の
藩
校

を
指
し

て
い
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て

、
私
塾

は
伊

藤
仁

斎
の
古

義
堂
、
広

瀬
淡
窓
の
成
宜

園
、

緒
方
洪
庵

の
適

塾
、
吉
田
松
陰

の
松
下

村
塾
な
ど
で
あ

る
。
こ

れ
ま

で
の

教
育
史
研
究
で

は
、
官
学
と
私
塾

は
対

立
図
式
に
於

い
て
と
ら
え
ら

れ
て

き
た
。
し
か
し

、
素
読

・
講
釈
・
会
読

の
学
習
方
法
で

い
え

ば
、
官
学
と

私
塾
と
の
間
に

、
そ
れ
は
ど
の
隔
た
り

は
な
い
。
官
学
と
私
塾

が
違

っ
て

く
る
の
は
、
そ

の
方
法

が
う
ま
く
機
能
す

る
か
、
し
な
い
か
に
あ

る
の
で

は
な
い
か
。

第
三

は
近
世
と
近
代

の
断

絶
・
連
続

の
問
題

に
新
た
な
視
点
を
導
入
す

る
こ

と
に
つ

な
が

る
。
近

代

の
教
育
と
教
化

の
問
題
と

の
関
連
で

あ
る
。

明
治
初
期

、
学
制
に
よ

る
国
民

教
育
が
行
わ

れ
る
と
同
時
期

に
、
神
道
国

教
化
運
動

が
展

開
し
た
。
教
育
と

教
化

か
明
治
初
期

の
課
題

だ
っ
た
の
で

あ
る

。

こ
の
明
治
初
期
の
教
育
と
教
化
は
、
江
戸
時
代
の
「
教
育
」
と
「
教
化
」

と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
教
育
で
い
え
ば
、
藩
校
「
教
育
」

は
つ
な
が
る
の
か
、
つ
な
が
ら
な
い
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、

藩
校
の
教
育
方
法
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
道
国

教
化
運
動
に
し
も
、
マ
ス
・
ロ
ー
グ
と
し
て
の
語
り
を
行
っ
た
平
田
篤
胤

学
派

の
神
道
家

が
そ

の
中
心

を
担
っ
て

い
た
こ
と

は
、
そ
の
意
味
で
示

唆

的
で
あ

る
。

以
上

の
よ
う

な
三

つ
の
問
題

を
明

ら
か
に
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
近
世

と
近
代
の
連
続
・
断
絶
説
の
答
え
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本

稿
は
、
近
世
日
本
教
育
史
研
究
の
課
題
に
た
い
す
る
方
向
性
を
提
示
し
た

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
た
い
。

注

（
１
）
明
治
期
以
来
の
現
代
ま
で
の
江
戸
教
育
思
想
史
は
、
山
本
正
身
に

よ
っ
て
概
観

さ
れ
て
い
る
。
山
本
正

身

『
仁
斎

学
の
教
育
思
想
史

的
研

究
』
（
慶

応
大
学
出

版
会
、
二

〇
一
〇
年

）
序
論

第
二
章

「
近
世
教
育

思

想
研
究
史
概
観
」
参
照

。
辻
本
雅
史
は
、
明
治
以

後
の
近
世
教
育
史

研
究

に
つ
い
て
、
近
世
と
近
代

の
断

絶
か
ら
連
続

、
さ
ら
に
断
絶
へ
と

変
遷
し

て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
辻
本
は
、
こ
う
し

た
従
来
の
近
世

教
育

史
研
究

を
批
判
し

て
、
「
近
世

か
ら
近
代

を
照
射

す

る
」

視
座
を

提
唱
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
を

近
代
と
は
異
な

る
世
界
と
し
て

と
ら
え

る
こ
と

で
、
他
者
と
し
て

の
近
世
世

界
か
ら
近
代
を

批
判
的
な

見
直
す
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
辻
本
雅
史
「
教
育
学
に
お
け

る
「
江

戸
」

へ
の
視

線
－

日

本
教
育
史

学
の
成
立

を
め
ぐ

っ
て
」
（
初
出

『
江
戸

の

思
想
』
　一
〇
号
、
一
九
九
九
年
、『
思
想
と

教
育

の
メ

デ
ィ
ア
史
』
所
収

、

ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
）
参
照

。

（
2
）
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』
（
改
訂
版
、
青
史
社
、

一
九
七
六
年
）
所
収
。
こ
の
ほ
か
に
、
藤
原
敬
子
「
我
が
国
に
お
け
る

「
教
育
」
と
い
う
語
に
関
し
て
の
一
考
察
」
（
『
哲
学
』
第
七
三
集
、
三

田
哲
学
会
、
一
九
八
一
年
）
、
同
「
広
瀬
淡
窓
の
教
育
観
ー
「
教
育
」
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の
語
を
中
心
に
ー
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
　
一
九
号
、
一
九
八
三
年
）

参
照

。

（
3
）
森
重
雄
『
モ
ダ
ン
の
ア
ン
ス
タ
ン
ス
ー
教
育
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』

（
ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
一
九
九
三
年
）
、
広
田
照
幸
「
<
教
育
的
>
の
誕

生
-
-
戦
前
期
の
雑
誌
分
析
か
ら
」
（
『
ア
カ
デ
ミ
ア
人
文
・
社
会
科
学
編
』

五
二
号

、
一
九
九
〇
年
）
参
照

。

（
4
）
森
重
雄
前
掲
書
、
ニ
一
頁
。
森
は
近
世
と
近
代
の
断
絶
を
強
調
す
る
。

森

に
よ

れ
ば
、
「
教
育

」
と

い
う

言
葉
は

、
学
制
以

後
に
、
と

い
う
こ

と
は
近
代

に
な

っ
て
近
代

学
校
装
置
を
通
じ
て
も

た
ら
さ
れ
て
も
の
で

あ

る
。
し

か
し

、
後

に
述

べ
る
よ
う
に
、

近
世
に

は
、
「
教
育
」

と

い

う
言
葉

が
存
在
し
、
藩

校
と

い
う
学
校
装
置
と
伴

っ
て
使
わ
れ
て

い
た

こ
と
は
注

目
す

べ
き
で
あ

る
。

（
5
）
石
川

謙
は
、
「
教
育
」

の
初
見
は
山
鹿
素
行

の

『
治
平
旧

事
』

で
あ

る
と

す

る
。
「
国

語
と
し

て
使
用

し
た
早

い
例
は
、
我

々
の
目

に
触
れ

た
限
り

で
は

、
山
鹿

素
行

の

『
治
平

旧
事
』
（
巻
之
四

）
に
見
え

て
ゐ

る
「
徳
立
則
人

倫
明
也
。
父
母

於
天
下

、
教
育
於
海
内
、
其
功
久
而
長
」

（
『
山
鹿
素
行

集
』

巻
一
、
目
黒

書
店
、
一
九
四
三
年
）
と
見
え

て
ゐ
る

も

の
で
あ

る
」（
前
掲
『
近
世
日

本
社
会
教
育
史

の
研
究
』
七
二
頁

）
。
『
治

平
旧
事
』
（
別

題

『
治
平

要
録
』
）

の
成
立
は
天

和
二
年

（

二
（

八

二
）

で
あ

っ
て
、
鵞

峰
の

「
西

風
涙
露

」
よ
り

遅
く
、
「
教
育

」
の
初

出
と

は
言
え

な

い
。
そ
の
う
え

、
素
行

の
用
例
は

教
化

の
意

味
で
あ

っ
て
、

孟
子
の
英
才

「
教
育
」
で
は
な

い
。

（
6
）
拙
稿
「
林
家
三
代

の
学
問
・
教
育
論
」
（
『
日
本
文
化
論

叢
』
二
三

号
、

二
〇
一
五
年
）
参
照

。

（
7

）
『
鵞
峰
林
学
士
文
集
』
巻
下

（
近
世
儒
家
文
集

集
成
1
2、
ぺ
り
か

ん

社
、
一
九
九
七
年
）
二
〇
九
頁

。

（
8
）
『
童
子
問
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
〇
年
一
九
五
頁
。
山
本
正
身
『
仁

斎
学
の
教
育
思
想
史
的
研
究
』
三
五
三

頁
参
照
。

（
9
）
『
日
本
倫
理
藁
編
』
巻
八
、
一
二
二
頁
。
た
だ
し
、
益
軒
十
訓
の
な

か
に
は
、
「
教
育
」
と

い
う
言
葉
は

な
い
。

（
1
0
）
『
荻
生
徂
徠
』
（
日
本
思
想
大
系
3
6
、
一
九
七
三
年
）
　
一
二
頁
。

（
1
1
）
『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
七
、
三
三
一
頁
。
広
瀬
淡
窓
は
、
こ
の
芳
洲

の
木
下
順
庵
評
を
引
照
し
て
、
「
錦
里
ノ
行
状
ハ
、
詳
シ
ク
知
ラ
ズ
。

門
下
二
英
才
多
キ
コ
ト
、
此
人
ヲ
以
テ
第
一
ト
ス
。
其
弟
子
雨
伯
陽
ガ

橘
窓
茶
話
ニ
モ
、
錦
里
ヲ
評
シ
テ
、
其
英
才
ヲ
教
育
ス
ル
ノ
一
事
ヲ
挙

グ
。
其
他
「
予
ガ
知
ル
所
二
非
ズ
ト
云
ヘ
リ
。
非
常
ノ
英
雄
ニ
シ
テ
、

其
光
ヲ
包
ミ
タ
ル
人
ナ
ル
ベ
シ
」
（
『
儒
林
評
』
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
巻

三

、五
頁

）
と

、
順
庵
の
「
英
才
」
「
教
育
」

を
高
く
評
価
し
て

い
る
。

（
1
2）
『
濁

水

叢

書

』
（

近

世

儒

家

文

集

集

成
1
4
、

ぺ

り

か

ん

社
、

一
九

九
五

年
）
　一
四

四
頁
。

（
1
3）
『
日

本
教
育
史
資
料
』
第
三
冊
、
一
九
六
頁

。

（
1
4）
同
右

、
二
〇
二
頁
。

（
1
5）
『
江

戸
時
代
の
教
育
』
（
松
井
弘
道
訳

、
岩
波
書
店

、
一
九

七
〇
年
）

四
〇
頁

。
ま
た
、
亀
井
南
冥
は
、
時
習

館
の
「
学
校
ニ
テ
人
才

ヲ
仕
立

ル
事

」
（
『
肥
後

物
語
』
、
『
日

本
経
済

叢
書
』
巻

一
五
、
四

九
五
頁
）

を

紹
介
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
南
冥

は
「
教
育
」
と

い
う
言
葉
を

使
わ
ず
、

53



「
学
校
ヲ
諸
士
ノ
仕
立
所

二
致
シ

タ
」
（
同
右
、
四
九
六
頁

）
と
あ

る
よ

う

に
、
「
仕
立
」
と
表
現
し

て
い
る
。

（
1
6
）
『
熊
本
県
教
育
史
』
上
巻
（
熊
本
県
教
育
会
編
、
臨
川
書
店
、

一
九
七
五
年
）
　
一
一
八
頁
。
佐
川
朋
は
成
立
時
を
天
明
五
年
と
す
る
。

佐
川
に
よ
れ
ば
、
中
山
黙
斎
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
時
習
館
の
居

寮
生
と
な
り
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
岡
田
寒
泉
や
古
賀
精
里

の
も
と
へ
遊
学
し
て
い
る
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
帰
郷
し
、
再
び

時
習
館
の
入
学
を
命
ぜ
ら
れ
。
総
教
堀
平
太
左
衛
門
よ
り
居
寮
生
の
世

話
役
「
塾
長
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
佐
川
朋
「
熊
本
藩
校
時
習
館
に
お
け

る
人
材
育
成
一
居
寮
制
度
を
申
心
に
一
」
（
『
日
本
の
教
育
史
学
』
四
〇

号
、
一
九
九
七
年

）
参
照
。

（
1
7
）
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
五
冊
、
六
一
二
頁
。

（
1
8）
同
右

、
六
〇
八
頁
。

（
1
9）
『
日

本
教
育
史
資
料
』
第
五
冊

、
四
七

九
頁

。

（
2
0）
同
右

、
四

八
〇
頁
。

（
2
1
）
『
日
本
教
育
文
庫
　
学
校
編
』
九
〇
頁
。
「
改
革
黌
制
」
の
按
文
に
は
、

林
家
塾
の
「
私
塾
」
か
ら
「
学
問
所
」
に
な
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
「
寛

文
庚
戌
、
林
恕
の
請
に
従
ひ
、
史
館
の
放
棄
を
以
て
学
費
と
為
し
、
以

て
四
方
の
英
髦
を
待
ち
、
其
れ
之
れ
を
教
育
す
。
士
庶
に
限
ら
ず
、
生

徒
を
許
し
、
皆
な
笈
を
負
ひ
て
遊
ぶ
」
（
『
昌
平
志
』
巻
二
、
寛
政
一
〇

年
一
二
月
条
）
と
、
林
鵞
峰
の
時
に
「
教
育
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
記
し
て

い
る
。

（
2
2）
『
御
触
書
天
保
集

成
』

巻
下

（
岩
波
書
店

、
一
九
四
一
年
）
四

一
八

頁

。
石
川
謙

『
近
世
日
本
社
会

教
育
史
の
研
究
』
七
六
頁
所
引

。

（
2
3）
本
山
幸

彦
は
こ

の
転
換
に

つ
い
て
林

家
塾

の
み
な
ら

ず
、
教
育
思

想
の

転
換
と
と
ら
え

、
「
元
禄

時
代
ま
で

の
文
治
主

義
を

め
ざ
す
為

政

者
教
育
、
あ

る
い
は
た
ん
に
教
養
主
義
的

な
儒
教
の
政
治
理
想

を
め
ざ

す
教
育
は
、
寛

政
時
代

に
は
姿
を
消
し
、
こ
こ

に
は
っ
き
り
と

近
世
国

家

の
思
想

的
基

盤
強
化

の
た

め
の
幕

臣
教

育

が
出
現

し
た

の
で
あ

っ

た

」
（
『
近

世

国

家

の

教

育

思

想
』

思

文

閣

出

版
、

二

〇

〇

一

年
、

一
〇

七
頁
）
と

指
摘
し

、
幕
府

の
寛
政
改
革
以

後
、
「
藩

校
の

教
育
目

的
を

国
家
有
用

の
人
材
育

成
に
求

め
る
藩
」
（
同
右
、

二
（

九
頁

）

が

全
国
的

に
増
加

す
る
と
説

い
て

い
る
。
こ
う
し
た
教
育
思

想
の
転
換
は
、

も
と
も
と

は
石

川
謙
の
藩
校
理
解

が
も
と

に
な
っ
て
る
。
石
川

は
、「
藩

校

の
教
育
方
針
」
は
享
保

・
宝
暦

頃
を
境
と
し
て
、
精

神
の
陶
冶
を
求

め
る
人

文
主
義
か
ら
「
人
間
生
活
の
社
会
的
関
係

を
規
整
し
改
善
す

る
」

こ
と

を
目
標
と
す

る
実
科
主
義

へ
転
回
し
た
と
論

じ
て
い
る
。
石
川
謙

『
日

本
庶
民
教
育
史
』
（
刀
江

書
院
、
一
九
二
九
年

、
改
訂
版
玉
川
大
学

出
版
会
、
一
九
七
二
年

、
八
一
頁
）
参
照
。
江
戸
期

の
学
校
基
本
的

な

考
え

の
転
換
に
は
同
意

す
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
研

究
史
で
は
、
こ

の
転

換
が
「
教
育
」
概

念
に
と

っ
て
の
圓
期
で
あ

っ
た
こ

と
に
注
意
し

て
い

な

い
。

（
2
4
)
『
寛
政
異
学
禁
関
係
文
書
』
（
『
日
本
儒
林
叢
書
』
巻
三
、
二
六
～

二
七
頁
）
。

（
2
5）
拙
著

『
江
戸

の
読

書
会
』

参
照
。

（
2
6）
『
日
本
教
育
史

資
料
』

第
一
冊
、
八
四
五
頁

。
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（
2
7
）
同
右
、
第
八
冊
、
一
頁
。

（
2
8）
同
右

、
第

一
冊
、
六
六
五
頁
。

（
2
9）
同
右

、
第
五

冊
、
四
七
一
頁
。

（
3
0
）
『
日
本
教
育
文
庫
　
学
校
篇
』
三
五
二
～
三
五
三
頁
。

（
3
1）
『
日
本
教
育
史

資
料
』
第
一
冊
、
一
頁

。

（
3
2）
同
右
、
第

一
冊
、
五
八
三
頁
。

（
3
3）
『
日
本
教
育
文

庫
　

学
校
篇
』
　一
八
三
頁

。

（
3
4）
入
江
宏

「
公

議
所
議
員
の
学
制
構

想
」
（
幕
末
維
新
学
校
研
究
会

編

『
幕

末
維

新
期

に

お
け

る
「

学
校

」
の

組
織

化
』
所

収
、
多
賀

出
版

、

一
九
九
六
年
）
参

照
。

（
3
5
）
か
り
に
他
者
か
ら
教
育
す
る
者
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
居
心

地
の
悪
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
海
保
青
陵
の
次
の
よ
う
な
言
葉
は
そ
れ

を
示
唆
し
て
い
る
。
「
鶴
ナ
ド
ハ
浪
人
儒
生
ノ
コ
ト
権
威
ア
ロ
ウ
ハ
ヅ

ナ
シ
。
左
レ
ド
モ
人
ノ
上
座
二
座
シ
テ
人
ヲ
教
育
ス
ル
者
ナ
レ
バ
、
一

体
人
々
麁
末
二
ハ
ア
シ
ラ
ハ
ヌ
也
」
（
『
養
心
談
』
、
『
日
本
経
済
叢
書
』

巻
一
八
、
一
一
七
頁
）
。

（
3
6）
『
佐

藤

一

斎
・
大

塩

中

斎
』
（
日

本

思

想

大

系
4
6
、

岩

波

書
店

、

一
九
八
〇
年
）
　一
〇

〇
～

一
〇
一
頁
。

（
3
7
）
『
日
本
儒
林
叢
書
』
巻
二
、
二
一
頁
。
前
掲
藤
原
敬
子
「
広
瀬
淡
窓

の
教
育
観
」
参
照

。

（
3
8）
『
淡
窓
全
集
』
巻
中

、
三

七
頁
。

（
3
9）
拙
稿

「
広
瀬

淡
窓

に

お
け

る
学
校

と
社

会
」
（
『
日
本
文

化
論

叢
』

一
七
号
、
二
〇
〇
九
年

（
4
0
）
『
講
孟
余
話
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
二
六
年
）
二
一
二
頁
。

（
4
1）
同
右

。

（
4
2
）
常
盤
潭
北
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
正
「
常
盤
潭
北
の
思
想
」
（
『
徳

川
日
本
の
思
想
形
成
と
儒
教
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
4
3
）
『
日
本
教
育
文
庫
　
訓
誡
下
』
　
一
二
三
頁
。

（
4
4）
石
川
謙
前

掲

『
近
世
日
本
社
会
教
育
史

の
研

究
』

七
三

頁
。

（
4
5）
同
右

、
七
五
頁

。

（
4
6）
『
徳
川
禁
令

考
後
聚
』

巻
三
、
第
一
帙

、
一
四

五
頁

。

（
4
7）
『
日
本
経
済
叢

書
』

巻
一
六
、
二
七
八
頁

。

（
4
8）
『
日
本
経
済
叢

書
』

巻
一
九
、
四
三
二
頁

。

（
4
9）
前
掲

『
佐
藤

一
斎
・
大
塩
中
斎
』
五
〇
頁

。

（
5
0）
『
日
本
教
育
文
庫
　

訓
誡
籘
中
』
二
〇
六
頁

。

（
5
1）
教
育
と

教
化

の
両
方
を

視
野
に
入

れ
た
研

究
と
し

て
は
、
石
川
謙

「
江
戸

時
代
末
期

に
お
け

る
教
育
・
教
化

の
観

念
」
（
『
近
世
日

本
社
会

教
育
史

の
研
究
』
）
、
衣
笠

安
喜

『
近
世
日

本

の
儒
教
と
文
化

』
（
思
文

閣
出
版
、
一
九
九

〇
年
）
Ⅲ
第
二
章
「
教
化

・
教
育
・
民
衆
運
動
」
参

照

（
5
2）
石

川
前
掲

『
近
世
日

本
社
会
教
育
史
の
研
究
』
六
五
頁

。

（
5
3
）
高
橋
陽
一
「
共
通
教
化
の
基
礎
仮
説
―
近
代
日
本
の
国
民
統
合
の

解
明
の
た
め
に
―
」
（
『
研
究
室
紀
要
』
二
二
号
、
東
京
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
育
学
研

究
室
、
一
九
九
六
年
）
参
照

。

（
5
4
）
高
野
秀
晴
『
教
化
に
臨
む
近
世
学
問
―
石
門
心
学
の
立
場
』
（
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
一
五
年
）
参

照
。
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（
5
5）
石

川
前
掲

『
近
世
日
本
社
会

教
育
史
の
研
究
』
六
七
頁

。

（
5
6）

増
穂
残

口

『
神
国
加

魔
赦
』
（
享
保
三

年
刊
）

に
は
、
「
俗
儒

の
記

章

の
徒
が
、
毛
唐
人

の
口
真
似

し
て
、
僧
法
師
を

に
く
み
。
釈
尊
の
教

化
を

き
ら
ふ
」
（
巻
地

、
『
神
道
大

系
論
説
編
　

増

穂
残

口
』

神
道
大
系

編

纂
会
、
一

九
八
〇
年

、
二
七
九
頁

）
と

あ
り
、
「
釈

尊
の
教
化

」
に

ル

ビ
は
な

い
が
、
「
支

那
に
も
教
化

（
け
う

く
は
）

の
夷
に
落

、
風

俗

の
か
た

ぶ
き

や
ぶ

れ
し

を
な

げ
か
ざ
る

や
」
（
巻
天

、
二
七
一
頁

）
と

あ

る
。
ま

た
、
『
神
国
増
穂
草
』
（
宝
暦

七
年
刊
）
に
は

「
是
国
風

に
随

ひ

て
教
化

（
き

や
う
け
）

か
ほ

る
証
な
り

」
（
巻
上
、
四

〇
二
頁

）
と

ル
ビ
を
振

る
。
「
き
ょ
う
か
」
と
「
き

ょ
う

け
」
が
並
存
し
て

い
る
。

（
5
7）
『
教
育
学

辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
）
石
川
謙

執
筆
「
教
化

」

の
項
目

。

（
5
8）
江
戸

期
の
儒
者

と
僧
侶

の
儒
仏
論

争
に

お
い
て
も

、
五

倫
五
常

の

教
え

自
体

が
前
提
と

な
っ
て
い

る
。
拙
稿

「
仮
名
草
子
に
お
け

る
儒
仏

論
争
」
（
『
近
世
神
道
と

国
学
』

所
収
）
参
照

。

（
5
9
）
近
世
前
期
に
は
、
儒
学
者
と
僧
侶
が
三
世
因
果
の
理
を
め
ぐ
っ
て

論
争
し
た
。
拙
稿
「
仏
教
と
江
戸
の
諸
思
想
」
（
末
木
文
美
士
編
『
新

ア
ジ
ア
仏
教
史
1
3
　
日
本
Ⅲ
　
民
衆
仏
教
の
定
着
』
佼
成
出
版
社
、

二

〇
一
〇
年
）
参
照

。

（
6
0）
『
通
俗
経
済
文
庫
』
巻
九

、三

〇
六
頁

。

（
6
1）
前

掲

『
荻
生
徂
徠
』
四
七
三
頁

。

（
6
2）
『
佚

斎
樗
山
集
』
（
国
書
刊
行
会

、
一
九
八
八
年
）
　一
八
四
頁

。

（
6
3）
俵
木

浩
太
郎
『
孔
子
と
教
育

一
「
好
学
」
と

フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
（
み

す
ず
書

房
、
一
九
九
〇
年
）
参
照

。

（
6
4）
前

掲

『
江

戸
時
代

の
教
育
』
三
二

頁
。

（
6
5）

拙
稿
「
近
世

儒
学

論
」
（
『
日
本

思
想
史

講
座
3
　

近
世
』

ぺ
り
か

ん
社

、
二

〇

匸
一
年
）
参
照

。

（
6
6）
『
講
孟
余

話
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
二

六
年
）
　一
一
一
頁

。

（
6
7）
中
内

敏
夫

『
近
代
日

本
教
育
思

想
史
』
（
国
土
社

、
一
九
七
三

年
）

七
〇
頁

。

（
6
8
）
江
森
一
郎
『
「
勉
強
」
時
代
の
幕
あ
け
』
は
「
学
習
法
的
教
育
観
」

を
論
じ
て
い
る
。
江
森
に
よ
れ
ば
、
貝
原
益
軒
に
典
型
的
な
「
学
習
法

的
教
育
観
」
は
、
立
志
を
重
視
し
、
「
自
ら
疑
問
を
持
ち
、
問
い
つ
づ

け
る
こ
と
を
奨
励
す
る
」
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
（
一
二
八
頁
）
。

ま
た
山
本
正
身

は
、
手

習

い
の
学

び
と

素
読
・
講
釈

・
会
業

の
学
び
に

つ

い
て

、
「
江

戸
時
代

に
お

い
て
は
教
え

る
側
と

学

ぶ
側
と

の
関

係
か

ら
な
る
教
育
的
世
界

が
、
い
わ
ば
学

ぶ
側
の
「
学
習
」
と

い
う
営
為

を

中
心
に

成
立
し
て

い
る
」

の
に
た

い
し
て
、
「
近

代
学
校
と

い
う
教

育

的
世
界

が
、
教
え

る
側
の
「
教
育
」
的
営
為

を
基
軸
と
し
て
成
り

立
つ

て
い
る
」
点
で
「
著
し

い
対

照
を
な
し
て

い
る
」
と

指
摘
し
て

い
る
（
『
日

本
教
育
史
』
慶
応
大
学
出
版
会

、
二

〇
一
四
年

、
五
四
頁
）
。

（
6
9）
江

森

一

郎

『「

勉

強

」

時

代

の

幕

あ

け

』
（
平

凡

社

選

書
1
3
1、

一

九
九
〇
年
）
　一
七
九
頁

。

（
7
0）
子

安
宣
邦
も
、
「
孔
子
と

は
最
初
に
「
学

ぶ
」
こ
と

を
自
覚
的
に
始

め

た
人
物

で
あ
り
、「
学

ぶ
と
は
何

か
」
を
最

初
に
問
う
た
人
物
で
あ

る
」

と
と

ら
え

て

、「

教
育
」

が
近
代

の
翻
訳

的
漢
語
で

あ
っ
た
こ
と

に
注
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意
し
、
『
論
語
』
解
釈
に
安
易
に
「
教
育
」
を
持
ち
こ
む
こ
と
を
批
判

し
て
い
る
。
子
安
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
伊
藤
仁
斎
の
古
義
堂
や
大
坂
の

懐
徳
堂
を
想
起
し
な
が
ら
、
「
江
戸
時
代
の
学
校
と
は
、
自
発
的
に
、

志
を
も
っ
て
「
学
ぶ
」
も
の
の
場
で
あ
っ
て
も
、
上
か
ら
の
「
教
育
」

施
設
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
藩
校
の
な
か
で
、

「
上
か
ら
施
さ
れ
る
調
練
で
あ
り
、
上
か
ら
し
向
け
ら
れ
た
他
律
的
な

習
得
で
あ
る
」
「
教
育
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
、
江

戸
時
代
の
学
校
一
般
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
学
校

の
一
つ
の
特
性
と
し
て
、
そ
こ
が
「
学
ぶ
」
場
で
あ
っ
た
と
い
う
一
面

を
鋭
く
剔
抉
し
て
い
る
。
子
安
宣
邦
『
思
想
史
家
が
読
む
論
語
―
「
学

び
」

の
復
権
』
（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
参

照
。

（
7
1
）
鶴
成
久
章
「
中
国
近
世
の
書
院
と
宋
明
理
学
―
「
講
学
」
と
い
う

学
問
の
か
た
ち
」
（
小
南
一
郎
編
『
学
問
の
か
た
ち
―
も
う
一
つ
の
中

国
思
想
史
』
汲

古
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
一
五
四

頁
）
参
照
。

（
7
2）
会
読

と
講
釈

の
二
つ

の
学
習
方
法

と
儒
学

思
想
と

の
関
連

に
つ
い

て
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、
会
読

は
徂
徠
学
派
、
講
釈

は
朱
子

学

派
に
適
合

的
で

あ
る
と

さ
れ
て
き
た

。
た
と
え

ば
、
鈴
木
博
雄

は
、「
朱

子

学
派
は

個
人

の
道

徳
的
修

養
を

学
問

の
主

な
る
目

的
と
し

て

い
る

し
、
政
治
的
に
は
道
徳

的
教
化

を
藩
校
教
育
の
目
的
と
し

て
い
る
か
ら
、

大
勢

の
聴

衆
を
対
象
と
し
た
講
釈
と

い
う

教
授
形
態

が
最
も

効
果
的
で

あ

る
」

の

に
た

い
し

て
、
「
徂
徠
学

の
よ
う

に
、
知
識

を
尊
重
し

、
個

性
教
育

を
重
視
す
る
学
派
は
、
講
釈

よ
り
も
会
読

や
輪
講
と

い
う

教
授

形
態

が
中
心
と

な
る
」
と
論
じ
て

い
る
（
『
近
世
藩
校

に
関
す
る
研

究
』

振
学
出
版
、
一
九
九
五
年
、
三
九
四
頁
）
。
し
か
し
、
後
に
論
ず
る
よ

う
に
、
会
読
は
徂
徠
学
ば
か
り
か
、
朱
子
学
派
の
人
々
も
行
っ
て
い
る
。

（
7
3
）
拙
著
『
江
戸
の
読
書
会
』
（
平
凡
社
選
書
2
3
2
、
平
凡
社
、
二
〇
一
二

年
）
参
照
。

（
7
4
）
辻
本
雅
史
が
、
学
び
の
復
権
と
い
う
と
き
、
儒
学
の
学
ぶ
主
体
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
『
「
学
び
」
の
復
権
―
模
倣
と
習
熟
―
』
（
角
川

書
店
、

一
九
九
九

年
）
。
し

か
し
、
辻

本
雅
史

の
場
合
、
身
体

的
な
学

習
と

い
う
側
面

か
ら
素
読
を
重
視
し
て

い
る
。

（
7
5
）
『
日
本
教
育
文
庫
　
学
校
篇
』
六
〇
二
～
六
〇
三
頁

（
7
6）
『
近

世

日

本

学

習

方

法

の
研

究

』
（
講

談

社
、

一

九

六

九

年

）

二
三
七
頁

。

（
7
7）
『
日
本
儒
林
叢

書
』

巻
三
、
六
頁
。

（
7
8
）
清
田
憺
叟
『
芸
苑
譜
』
（
明
和
六
年
序
）
に
は
、
「
講
釈
講
談
ノ
チ

ガ
ヒ
ハ
、
猶
談
議
卜
説
法
ト
ノ
如
シ
。
書
生
輩
へ
云
聞
ル
ニ
ハ
、
講
釈

モ
宜
シ
。
其
外
「
皆
講
談
タ
ル
ベ
シ
」
（
『
日
本
詩
話
叢
書
』
巻
六
、
文

会
堂
書
店
、
一
九
二
〇
年
、
八
頁
）
と
、
講
釈
と
講
談
（
談
議
）
の
違

い
を
述
べ
て
、
講
釈
が
「
書
生
輩
」
に
向
け
て
な
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
7
9
）
後
藤
宏
行
『
「
語
り
口
」
の
文
化
史
』
（
晃
洋
書
房
、
一
九
八
九
年
）
、

辻
本
雅
史
「
マ
ス
・
ロ
ー
グ
の
教
説
―
石
田
梅
岩
と
心
学
道
話
の
「
語

り
」
」
（
『
思
想
と

教
育
の

メ
デ
ィ

ア
史
』

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年

）

参
照
。

（
8
0）
『
日
本
儒
林
叢

書
』

巻
三
、
五
頁

。

（
8
1）
『
日
本
教
育

史
資
料
』
第
五
冊
、
五
五
二
頁

。
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（
8
2）
『
三
田

村

鳶
魚

全
集
』
（
中
央

公

論
社
、

一
九

七
五
年

）
二

三
巻

、

六
一
頁
。

（
8
3）
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
三

冊
、
四

頁

。

（
8
4）
『
近
世
の
学
校
と
教
育
』
（
思
文

閣
出
版

、
一

九
八
八
年
）
九
頁
。

（
8
5
）
鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
読
書
熱
卜
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』
（
平
凡

社
選
書
2
2
7
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
8
6
）
講
釈
家
と
し
て
の
篤
胤
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
田
篤
胤
の
講
説
―

『
伊
吹
於
呂
志
』
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
文
化
論
叢
』
二
二
号
、

二
〇
一
四
年
）
参
照

。

（
8
7
）
た
と
え
ば
、
鈴
木
博
雄
「
近
世
私
塾
の
史
的
考
察
　
―
元
禄
　
享

保
期
の
私
塾
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀
要
』
一
号
、

一
九
六
二
年
）
で
は
、
「
体
制
を
擁
護
す
る
側
の
官
立
的
教
育
と
体
制

を
批
判
す
る
側
の
私
学
的
教
育
」
の
二
項
対
立
図
式
で
あ
る
。
「
要
す

る
に
そ
の
教
育
目
的
に
お
い
て
、
私
塾
は
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
は
み

ら
れ
な
い
自
由
を
享
受
し
た
、
と
く
に
武
士
の
学
校
で
あ
っ
た
昌
平
黌

や
藩
校
と
は
は
っ
き
り
一
線
を
画
し
た
の
で
あ
る
」
（
海
原
徹
『
近
世

私
塾

の
研

究
』
思

文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年

、
一
三

頁
）
。

（
8
8）
谷

本

穣

『
明

治

前

期

の
教

育

・
教

化
・

仏

教
』
（
思
文

閣

出

版
、

二
〇
〇
八
年
）
参

照
。

（
8
9
）
勝
田
守
・
中
内
敏
夫
『
日
本
の
学
校
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
六
四

年
）
六
八
頁

。

58


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24

